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昭和 55年度

国民健康保険特別会計予算書



t出来日 55年度 目野市1国〆民健康保険特別会計

~和 5 5年度 目野市国民健康保険特別会計の予算は、次 レて定:め

るところによるふ

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は 、歳入歳出予算それぞれ 2，08 0，1 3 0 

千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「員r~ 1表 歳入歳出予算J1/(よる o

一時借入金)

第 2条 地方忠治法第 235条のろ第 2項の規定による一時借入

-t 
，;. .ー ー ーー

金 の最高額は、 20，0 0 0千円と定める。

附和 55年 5月 5日提出

日野市長森田喜美男



第 1表 歳入歳 出予 算

歳 入

款 項 金 額

一一一一一

国民健康保険税
千円

6 3 1，8 4 2 

、、

国民健康 保険税 6 3 1， 8 4 2 

d ‘。、、

2. 国 庫支 出金 1， 1 3 0，2 7 4 

一 一一一

凶 庫負担金 1， 0 4引48，5

2. 8 0， 7 8 9 

支
‘ z 

3. 者日 出 金 1 6 3，2 4 0 

補 金
、』

者E 助 1 6 3，2 "4 0 

4. 繰 入 金 1 5 0，0 0 0 . 
繰 入 金 1 5 0.0 0 0 

5. 繰 越 金 1， 0 0 0 
、1 ， • 

繰 越 金 1， 0 0 0 

6. 諸 収 入 3， 7 7 L1 

延滞金及び過料 2，672 

2. 預 金 赤リ 子 1， 0 0 0 

一 一

3. 雑 入 102 

歳 入 メ口』 言十 2，0 8 0，1 30 

-2-

歳 出

款 項 金 額

IIIV公D¥ ~~毎 費
千円

7 1， 4 5 7 

総務管理費 5ス054

2. 徴 税 費 1 4.4 0 3 

2 保険給付費 2，0 0 3，59 7 

療 養 諸 費 | 1， 7 7ス183

'一一一一一

2 高傾療養 費 1 9 6，2 9 4 

、ス.'. 助 震 費 2 5，2 0 0 

一
4. 券 安アヨ三ミιミ 費 4.0 80 

5 育 児手当 金 840 

5 /t_. 債 費

ノ:J.二¥¥ 債 費

4 諸 文 出 金 3.3 6 1 

償及 還び 金還 付利 子金 3， 3 6 1 

5. 予 備 費 1. 7 1 4 

一

予 備 費 1， 7 1 4 

歳 出 よ口』 言十 2，0 8 0，1 3 0 

zd 
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昭和 55年度

国民健康保険特別会計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1. 総括

歳 入

1~弘

イ国民健康保険税

2. l3il 庫 支 出金

3.者E 支 出 金

4繰 入 金

白 5繰 越 ，L;虫¥ 

収 入

歳 入 メ口〉、 計

歳 出

i本年

ff'" ・
予算

1総務質:I 71，4 

3.公 債費

4諸支出金 3，3 

5.予 。詰 費 1， 71 4 

歳出合計 2，080，130 

1 

本 年度予算額 前年度予算額 上七 車交

千円 千円 千円
6 3 1， 8 4 2 57 3，5 7 9 58，263 

1， 1 3 0，2 7 4 1. 0 -1ス12 1 1 1 3，1 5 3 

1 6 3，2 4 0 1 4 2，2 3 7 2 1， 0 0 3 

1 5 0，0 0 0 15 0，0 0 0 。
1， 0 0 0 1， 0 0 0 。
3. 7 7 4 ! 3.2 0 3 5 7 1 

2，08 0，1 3 0 1， 8 8ス140 1 9 2，9 9 0 

トー

2，375 ム 661 G 。 。1. 71 4 

1，88ス1'40 192，99'0 1，293，514 。
1 50 口止… 

-5-



2. 歳 入

(款 )

(項)

1. 国民健康保険税

1. 国民健康保険税

目 本 年 度 前年度

干円 千円

1.凶民健康 631，842 573，579 

保険 税

. - 631， 842 573，579 

比 較

千円

58，263 

58，263 

ーも一

t片fij

区 分 金 額
説 明

千円 千円

1.現年度分 58矢902
① 調定見込額 6 4 8，2 4 5 

:お 収 納 率 9 1 ?ら

① 収納見込額 ①×②  589.902 

2滞納繰越分 41， 940 ① 調定見込額 69.900 

(三)収 納 率 6 0 ラも

〈心収納見込額 ① ×② 4 1， 9 4 0 

-------イ?~ 
(款 凶民健康保険税)

-7-



(款 ) 2 凶庫支 出金

(項 ) 1. I調庫負担金

節 ー
目 本年度 前年度 比 車交 ー一

区 分 金 領

千円 千円 千円 千円

1.事務費負担金 41，457 43，1 4 1 ム1，684 1現年度分 41， 456 

2.過年度分

一

2療養給付費 1，008，028 923，296 84.7 32 1 現年度分 1，008，027 

負 担 金

2過 年 度 分

//  計 1，049，485 966，4 37 83，048 ~ 
-8-

説 明

千円

o法第 69条 K係る負担金

① 被保険者 1人当り

② 年間平均被保険者数

予算計上額 ① X(三)

1， 3 7 S 円

3 0， 1 5 0 人

4 1， 4 5 6 

o法第 70条 K係る負担金

、①補助対象給付費 2.5 2 0，0 6 9 

川
一
川率

斗
叶
J交aJ

 予算計上額 ①×②  1， 0 0 8，0 2 7 

. 

(款 i詞庫支出金)
-9ー



(鉄) 2. 凶庫支出金

(項) 2 脳庫補助金

ー一
節

自 本年 度 前年度 比 較
区 分 金 額

千円 干円 干円 千円

1助産費補助金 8，4 00 8，640 ム 240 1原理主資補助金 8，4 0 0 

2高額療養費 63，7 9 5 33，332 30，463 1高額療養費 63，7 9 5 

補 助 メ王ふ立 ネ雨 助 金

3.調整交付金 8，594 8，71 2 ム 11 8 1.調整交付金 8，594 

計 80，7 8 9 50，684 30，1 05 ~ ~ 
-10-

「一一一一一一

説 明

千円

。助産費補助金

① 1件当り 基準額

⑨ 支給見込件数

③交 付率

予算計上額 ①×②×③  

6 0，0 0 0円

420 件

5 

8，40 0 

o高額療養費補助金

①支給見込領 1 9 6，2 9 4 

の交付率 支給見込芸員×す X65%

予算計上額 (ux② 6 3， 7 9 5 

o保険税軽減費交付金

(1) 6制対象

平等割

均等割

② 4 割苅象

平等割

均等割

2，08 8円x1， 7 0 0世帯=3，5 4 9，6 0 0円

何 人 円1， 2 2 4 I J X 2，8 0 0 /， = 3，4 2ス200

世帯1， 3 9 2 I j X 4 0 0 = IIJ = 5 5 6， 8 0 0 

円 人 向8 1 6 I J X 1， 3 0 0 /" = 1， 0 6 0， 8 0 0 I J 

予算計上頒 ω+也) 8，594 

-11-
(款困庫支出金)



(款 ) 3. 都支出金

(項) 1 都補助 金

艮p
自 本 年 度 前年 度 上七 車交 一-

説 明

区 分 金 額

干円 干円 F円 千円
千円

1.事務費補助金 1 3，386 13，320 66 1.事務費補助金 1 3，386 。事務費補助金

(i)被保険者 1人当り 444 円

②年間平均被保険者 3 0， 1 5 0 ，人

予算計上頒 ①×②  1 3，3 8 6 

2.給付費補助金 1 4，1 04 1 3，592 51 2 1給付費補助金 1 4，1 04 o IJjJ産費補助金

① 1人当りの基準緩 6 0，0 00 円

(合支給見込件数 420 件

①交 付 率 5 

は〉交付領 ① X ::五)X① 8.4 0 0 

。葬祭費補助金

CD1人当り補助組 1 6，0 0 0 円

@支給見込件数 204 件

(⑤交付領 (ム)X，g) 3.264 

。育児手当金補助金

(θ1件当り補助頒 2，00 0 同

④支給見込件数 420 件

。交付編 〈ρ X@ 840 

。結核予防法 ，精神衛生法適用者 10割給付補助

⑨補助対象見込頒 1， 6 0 0 

予算計上領 (~+③+(C)+⑨=  1‘4、104

( 款 都 支 出 金 )

-12- -13一



(項) 1. 都補 助金

前年度 上ヒ
1r(j 

目 本年 度 車交

区 介 金 額
一一一一一一

千円 千円 千円 千円

3老人 医 療 ろス 153 ろ6，000 1，1 53 1老人 医 療 ろス153 

助成に伴う 助成に伴う

保険者負担 保険者負担

増補助金 増 補 助 金

4.誠整補助金 98，597 79，325 19，272 1調整ー交付金 98，597 

言十 1 63，240 1 42237 21，003 ~ ~ 
-14-

説 円
刀、，

a

・

干 I~

。老人医療助成K伴 う保険者負担増補助金

。格差是正補助金

高毒気療養費

①支給見込額

(?)交付率

予算計上級

1 9 6，2 9 4 

2 

9 8，1 4 7 

o入所老人 450 

(款郁支出金)
-15-



(萩) 4. 繰入金

(項) 1 繰入金

街1
目

干円 千円

1一般会計 1 50，00 0 I 1 5 0，0 0 0 

繰 入金

1 5 0，00 0 I 1 50，0 0 0 

5 繰越金

繰越金

節

前年度 | 比 較
区分 金 i兵

干円「一一一τ百「一一一一一一一一ーi一一一一一一一干百干円

1.繰越金 1，000 1，000 

言十 1，000 

(款) 6. 諸収入

(項 ) I 延滞金及び過料

目 本 年 度
民)

比 較

区 分 金 役員
一一 一一一千円 千円 干円 千円

1延 i帯金 2，671 2，100 571 1.延滞金及び 2，671 

力日 算; 金

2過 料 :~/~I// 計 2，1 01 I ♂~ 
-16--

説 明

千円

一般会計繰入金

(款繰入金)

説 明

千円

前年度繰越金

ー一ーーー-戸-ーー

(款繰越金)

説 明

千円

延滞金及 び加算金

過 料

-17-
(款諸収入)



(款)

(項)

6. 諸収入

2. 預金利子

本司前年度 比 訂ー一
節

区分!金

自

干円 干円 干円干Jll

1.預金利子 1.預金利子 nu 
、a

J
r'白、nu 

d
qa--1， 000 nu 

nu 
nu 

。

i 言十

(款 )ι 諸 収 入

(項) 3 雑 入

前年~~較 l 以iJ

自 本年度
区 分 ノ#i 額

千円 千円 千円

1返納金 1 00 1 00 1 00 

2.第 一 者 。 1.第三者

納付金 納付金

一

5雑 入 。 1雑 入

4三フ7計 102 1 02 。~ 
-18-

説 明

預金利子

干円

(款 諸収入)

説 明

干円

不当 、不正利得返納金

第三者納付金

雑 入

-19-
(鉄 諸収入)



五歳

(款)

( ~員)

目

1→度管理費

出

1 総務費

1. 総務管理費

本年度 前年 度

千円 千円

53，736 4引071

本年度の財源内訳

比 較

干内

国番目支出金 地方債 その一他千一|削寸一伎財源

千円 干門 干円

4，665 44，5 96 。 。 号140

..... 

-20ー

賀ii

区 介

2給 料

3職員手当等

4.共 済 費

9.1Ji長 費

1 O.交 際 費

1 1需 用 資

1 2.役 務 費

1 3.委 託 料

1 8備品購入費

説 明

金 額

千円 千円

o国保事業一般事務経費

2 2，85 5 一 般 戦 1 1人

1ス41 8 

.. . 

2.6 8 5 職員共済組合負担金他

287 普通旅費 2 1 6 

特別旅費

5 0 

538 消耗品費 2 4 3 

食 糧 費 2 0 

印刷製本費 2 6 5 

'il多 繕 料 1 0 

4 3 4 郵 使 料

引192 診療報酬請求明細書処理 8，875 

診療報酬事務 317 
1、

2 3 4 整 理 庫 6 3 

ファイリングキャビネッ ト 1 4 6 

ワ こ1 ン 2 5 

(獄総務費)
-21-



(項) 1. 総務管理費

本 年 度 の 財 源内 訳
貸i

白 本年度 前 年度 比 較 特 5E 、ιー 財- 役、
一般財源

鴎日支出金 地方債 その他
説 明

区 分 金 額

千円 千円 千円 干円 干円 千円 干円

干円 干内

1呪負齢、補助 4 3 負 担 金

及び交付金 関東甲信静地区都市国保事務研究会 5

東京都市悶民健康保険協議会 5 

多摩 支部事誘研究会 1 5 

南多摩公営|当保医師会連絡協議会 10 

凶保団体連合会多摩文部保険者 6 

全凶都市|剥保主管該長研究協議会 2 

2. j運営協議 998 462 536 329 。 。 る69 1.報 396 o凶保運営協議会経費
会 費 !~保運営協議会委員

9.官民 570 費用弁償

2 2 ?角 キモ 口Liiコ 5 

食 糧 貨 1 7 

1虫負在段、半ffl.助 1 0 負担金

及び交付金 多摩地区i過保運営協議会会長会 8 

市多摩地区市町村~保巡営協議会連絡協議

会 2 

3.趣 ヒ日ー 1， 005 1，005 。 。 。 。 1，005 

普及費

。趣旨普及経費

8.報 イ賞 資 1， 0 0 0 健康家庭記念品

1 1.需 用 費 5 印刷製本費

一'

4連 合会 1，315 1，305 1 0 。 。 。 1，31 5 

負担 金
門 知 日金、補助 1， 3 1 5 連合会負担金

及び交付金

言十 5ス054 51，843 5211 44，925 。 。
////  ~I 一一一一一一一一

-22- -23- (鉄総務費)



(款) 1 総務費

(項) 2. 徴税費

本年度の財掠内訳
百口

目 本年度 前年度 上じ 較 特 定 財 百忌 「↓一般財課ト一一

説 明
区 分 金 額

国都支出金 地方債 その他
千円 千円

千ドj 千円 千円 千円 干円 千円 千円
。保険税賦課徴収経費

1.徴税費 1 1，951 1 0，770 !， 1 81 史918 。 。2，033 
9.旅 費 1 2 普 通 旅 費

1 1需 用 費 708 消耗品費 197 

印刷製本費 490 

燃 料 主一〈 1 1 

修 繕 料 1 0 

1 2.役 主語 費 3，80 8 郵 使 料 3， 7 0 8 

手 数 来十 9 6 

保ー P防~ 料 4 

1 3委 も毛 料 ス352 凶保税賦課徴収計算事訴 ス035

|到保税事務 317 

1 8備品綿入費 7 1 ファイリングキ ャビネット 5 6 

p屯:mき」 卓 1 5 

ーー十一ーーー一一一一一一ー

2.納 税 2，4 5 2 2，7 07 ム255 。 。 。2.452 

奨励費

げ 負担金、中市助 2，452 納税組合補助金

及び交付金 昭和 54年度調定額

6号49 5 X 13二0三一o= 2，4 3 3 

組合長補助金 1 9 
‘ 

言十 1 4.4日3I 1 3，4 77 I 926 引918 。 。4.485 ~ ~ 一一一J 一一一一一一一一一
(救総務費)

~24-
-25-



(款) 2 保険給付費

(項) 1. 療養諸費

一
本 年 度 の 財 源 内 訳 問J:t11、-

目 本年度 前年度 比 竜之 特 定 財 む京
一制撤

儲 日支出金 地方債 その他

説 明
区 分 金 額

干円 干円 千円 千円 干円 千円 千円
千円 千円

1.療養赤針す費 1. 745，1 48 1， 596，948 1 48，2 00 1，045025 。1 50，000 550，1 23 
1虫負在詮、補助 1，7 4 5，1 48 療養給付資保険者負担分

及び交付金 年間総医飲食見込額 2，493，069 

給付割合
7 
1 0 

2療養費 2ス000 26，893 107 1 0，800 。 。1 6.200 
1呪負担金、補助 2ス000 療養費保険者負担分

及び交付金 2，25 (J X 1 2ヶ月

3.審査支払 5，035 4，648 387 。 G 。5，035 

手 数料
1 3委 託 料 5，03 [) 審査手数料 2，5 1 7 

支払手数料 2，518 

言十 1，628，4 89 14 8t 94 1，055，825 。150，000 571， 358 ~ ~--- 一ー一一ー一一一一一一一一ー一一一一一一一一
-26- -27-

(款保険給付費)



(款) 2. 保険給付資
(項) 2. 高額療養費

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 比 i校 特 定 財

? の 他 | 叫副都支出金 地方債

千円 千円 千円 千円 干内 千円 千円

1高綱ポ養費 1 96，294 1 5ス950 38，344 161，942 。 。 34，352 

言十 |1 9山 i157，950! 山 411…! 。 。
'---ー'ーーーーー

(款) 2. 保険給付費
(項) 3 助 産授

本年度の~~・源内訳
トー一一一

目 本年度 前年度 比 較 i特 定財源
一般財源

国都支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 干円 千円 干円

1助 産費 25，200 25，920 ム 720 1 6，80 D 。 。 8，4 0 0 

言十 1 6，800 。

(荻 ) 2. 保険給付費
(項) 4. 葬祭費

本年度の財源内訳
ー一一

目 本年度 前年度 比 較 特 J疋-'-ミ， 財 百怠

L説肢出金い一出一方債
一般財漁

その他

千円 千円 千円 干円 f円 千円 千Pl

1葬 祭費 4，080 3，360 720 ろ，264 。 。 816 

言十 4，080 3.360 720 3，264 。 。 816 

一

一2&---

賀H

明説

区 介 金 額

千円 干円

1呪負担金、補助 1 96，294 高額療養費
及び交付金

一一一一ー一一一戸♂ー一ー一一一一-一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一ー~---------
-----.-----------〆 (荻保険給付費)

百百

説 明
区 介 金

トー一一一 τ可干内

1虫負担金、補助 6 0 X 3 51'牛 X1 2 ヶ月

及び交付金

....--〆....--戸 F f JdF，Jr〆 -~イl 一一ーー
一一ー一一一一一一

(払保険給付費)

節

区
同比=一回【H 明

分 金 鎖

干円 千円

1呪負J旦金、補助

及び交付金

件 ヶ月
20X171TX12 4，080 葬祭賞

-29-
(款保険給付費)



(款) 2. 保険給付費

(項) 5 育児手当金

本年度の財 源内 訳 節
トーー一一-

目 本年度 前年度 上じ 較 特 定 }tオ U京
二一般財源

説 明

区 介 金 額
国都支出金 士也方債 その他

千|リ
」ーーーーー四ーー

干円 干円 千円 干円 十円 干円 千円 千円

1育児手当金 840 864 ム24 840 。 。 。 1呪負オ旦金、 補助 840 育児手当金

及び交付金
2X35件x1 2 ヶ月

840 864 ム24 840 。 。 。
一一一一一一一一一~ ~ F .-一一一一一一一一一一ー

(款保険給付費)

( /jtx ) 3. 公債費

(項) 1.公債費

[ 本年度の羽海内訳 百H

自 本年度 前年度 比
寸拠bj場; 区 分 金 額

員況 明

凶都支出金地方債 その他

千円 fVJ 千円 干fIj 千円 干|サ
千円 千円

1.利 子 。 。 。 。 2 3.償還金、5f1J子 一時借入金利子

及び割引料

言十 。 。 。 。
ーーーーー・・占』司

(款公債費)
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(款 ) 4. 諸 支出金

(項) 1 償還金及び還付金

本年度の財源内訳 節

目 本年度 前年度 上じ 較 特 定 財 源
一般財佐、

説 明
区 分 1 金 額

i議 E支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 干円 千円 千円 千円

1.償還金 3.361 2，861 500 。 。 。 3，361 

及 び

還付金

1 9.負担金、補助 ろ， 361 保険税過誤納還付金 3，360 
及び交付金

国都支出金返還分

言十 500 。 。 。 二二二一一======-==-_-戸---------〆~ _---
-戸戸・戸ーーーーーー_.

_----

(款諸支出金)

(款) 5. 予 備 費

(項) 予 イ漏 費

本 年 度 の 財-秒、内訳
一一寸 J1r'i 

目 本年度 |前年度 |比較 | 特定財源 i 区 分 金 額
説 別

園者岐出金 地方。債千|引そのD他問 一散財掠
干何 千円 千円 千円 千円|

千円| 干内

1予備費 I1，71 4 山判 。

計 1，71 4 2，375 ム 661 。 。
(款予備費)

-32-
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給 費 書与 明 来同

1. 特別職

給 与費
区 分 職員数 共済費 合計 備考

報酬|給料 職員手当 言十

長等
人 千円 干円

寸
本年度 議員|ー

その他 121396101  日I3 9 6 I 

1 2 ろ 96 

長等 n 
議員

前年度

その他 。
ャーーーーーーーー

←日 I3 6日|言十 12 1360 。
長 等

議員

比 較

その他 。 3 6 

計 。I3 6 I 01  

-34ー

給 費 書与 明 細

2. 一般職

( 1) 総括

区分職員数 給 与 費 共済費合計備考|

給料 職 員手当 計

本年度 1 1人 22，855千円 1ス418千円 40，273干円 2，685千円 42，958千円

前 年 度 1 1 2 1， 1 5 9 1 1 5，8 7 4 1 3スo3 3 1 2，3 5 3 1 3呪386

比較 o 1 1， ， 9 6 1， 5 4 4 1 3， 2 4 0 3 3 2 3， 5 7 2 

職員手当 扶養手当 1， 080 調整手当 1，994 管理職手 当 986 干円

特殊勤務手当 220 通勤手当 949 時間外勤務手当 622 

の内訳
住居手当 726 期末勤勉手当 1 0，84 1 

一般職員一人当り給与資の状況

Iト|一一一一本可一区一一年年一一分一度度一一11一一了一一一一一人一一一当一11一一り65一給一66一一与17一費 f円一寸

初任給の状況
ーーーーーー ー一一ー-，-

区 分 学歴 一 般 職
←一一一一

5 5年 1月 1日 I~--壁一至一ー 9 6， 1 0 0 r9 
現在 大学卒 1 1 0， 1 0 0 

ヤ一一一
54年 1月 1日高校卒 9 3，8 0 0 

現在 大学卒 i 1 0ス4 0 0 

平均給料月額及び平均年令の状況

区 分 一般職
ト一一一ー一ーー

5 5年 1月 1日にそ竺賃料月額 1 8 2，1 8 5 R 
現在 平均年令 I __~~3~ 才

54年 1月 1日 平均給料月額 l-1 6 5，0 8 3 円

現在 平均年令 3 1. 0 1 才

等級別職員数の状況

区分 一 般 職

5 5年 1月 1日 1等級 口 人 4等級 7 人

L~ 笠等主級主 015等級 1 
現在 3 ~fÆ I 2 計 1 0 

5 4年 1月 1日 1等級 o I 4等級 4 

2等級 o I 5等 級 4 

現在 5等級 2 計 1 0 

-35-



(2) 給料及び職員手当の増減額 の明細

区 分 増減 額 増減額の増滅事由別内訳 説 明 イ席 考
一一一

千円 千円
表上 3.49 % 

給与改定の{S語状6況1給与改定
774 3.57% 

増tて 伴加] 分う 実質 3.57 % 前年度 与与改改定定4実率年施時期

の改定 5 49F 4月 T日

給
本年度 給与改定率 2.5 % 昭和 55年度

2普通昇給
平均2職ヶ昇す月給る問職差員数×現に

平均昇給率 3.43% 

K 力伴日 う 696 在× (昇給4月期) (職3員ノ数¥〉
増分

1.696 
5.800円x1 0人× 昇給員』話朋数l111 7月 4人
1 2ク月=696干門 職 10月 2人

1月 1人

ーー 都市計画事業特別会計予算書
3その滅イ也の 職る増員額数の変動vr.'係わ 職員の異動状況

事↓ 増分 226 1 85千円
(現する忙職理員職以) (その他〉 (計〉

給55与4年年改度度定〔(留2保55'0額) -
本前噌年年度度減 1 1人 口人

1 1人
5 4 ~OC( 2.5 %) 1 .1人 0人 1 1人
558千円-517千円 増 。人 口人 。人
= 41千円

1調整手当
1 88 職定等員の変動、給与改I調(給整手当の支給率

の増減分 K伴う増額 料+扶挙手当十管理職手当)x 
89ら

2期末勤勉 期末勤勉手当支給率
手当の 432 1/ 本 年度

職
増減分 1 2月

2.6グ)j

0.5ク月 4.9ク月
度

6月 1 2月
貝 2.0ク月 2.7ヶ片

1.544 0.35月ヶ月 5.2ク月

手
5扶養増減手当 配偶者(欠配第 1子を含む〉

633 11 

の 分 女000円を 10K，O故G定Q 円、その他 4.800
円を 5.000円

一一，
4.管 理職

当 手 当の 1 7 " 
増減分

5.勤時務間手外当
46 H 

の増減分

日すZ 228 特殊勤勤手務当手当 27f円I選質改定等K伴う増額
通 201千円
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昭和 55年度 日野市都市計画事業特別会計予算

昭和 55年度 目野市の都市計画事業特別会計の予算は、次に

定めるところによる 。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それ ぞれ

7 -6 6， 1 6 0千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第1表歳入歳出予算Jによる。

(歳出予算の流用)

第 2条 地方自治法第 22 0条第 2項ただし 書の規定 Kより 、

歳出予算の各項の金額を流用することができる場合は次

のとおりと定める。

(1 ) 各項に計上した給料、職員手当等及び共済費(賃金 に

係る共済費を除く)に係る予算額 K過不足が生じた場合

における同一款内での、これら の経費の各項の間の流用。

昭和 55年 3月 5日提出

日野市長森臼喜美男

-37-



歳入

款

繰 入 金

2. 国庫支出金

3. 者B 支 出 sfi 

4. i桑 越 金

5. 諸 収 入

歳

歳 出

款

都市計画費

2 予 令請 費

歳

第 1 表 歳入歳出予算

項 金 額

4 2 4， 3 3 2 千円

トー一一

1. 繰 入 金 4 2 4， 3 3 2 

1 3 0， 3 3 0 

1. 国 庫 ネ南 助 :'s!i ノ¥ 1 3 0， 3 3 0 

6 5‘2 6 5 

1. 都 補 助 ノ三¥区 6 5， 1 6 5 
一回陣4・

2 都 委 託 金 1 0 0 

一
500  

1 繰 越 金 5 00  

一
1 4 5， 7 3 3 

一一-1
1 諸 収 入

入 メに己I、 言十 7 6 6， 1 6 0 

項 金 額
吋

7 6 4， 2 7 4 
千円

ー--，

1.区画整理管理費 8 1， 2 9 1 
-ー

2. 神明上区画整理費 5 9 5. 6，' 3 8 

3. 万願寺区画袈理費 8ス345

1， 8 8 6 

1.予 備 費 1， 8 8 6 

一
出 メ口~ 言十 7 6 6. 1 6 0 

~3 8~ 

昭和 55年度

都市計画事業特別会計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1. 総括

歳 入

「
左ー... 京.， 本年度予算額 比 較

千円
2 8 2; 0 9 1 干

千円

ト
繰 入 金 4 2 4，3 3 2 1 4 2，2 4 1 

一
2. 国 庫 支 出 金 1 3 0，ろ30 1 4 4，0 0 0 乙と与 1 3.6 7 0 

3. 者E 支 出 金 6 5，2 6 5 7 2，1 0 0 と込 6，835 

4. 繰 越 金 500 400 1 0 0 

5. 諸 収 入 1 4 5，7 3 3 219.191 7 3.4 5 8 

歳 入 メ口〉、 言十 7 6 6， 1 6 0 7 1ス782 4 8，3 7 8 

歳 出

本 年 度 の 財 {Iil{ 内 訳

本年度 前年度
ト一一

款 比較 特 定 財 社長

予算額 予算結 一般財源

国者医支出金 地方債 その他

都市計
千円 千円 千円 1円 千日 千円 千円l

1画費 764274 71 5，807 48，467 1 95，5 9 5 。424，3 32 1 44.347 

2 予備費 1，886 1，975 ム 89 。 。 。 1.886 

歳 出 合 計 766:1 60 71ス782 48.3 78 1 95，595 
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2. 歳入

(款) 1.繰入金
(項) 1.繰 入金

目
節

区 分 下ZJ 額

42J「7J白河:;;;;??-て百五圧にJ二iif
理費繰入金

本年度 前年度ー 上七 較

1 一般会計

繰 入金

2神明上区油i

整理費総入金
ト一一ー

2 5 6.0 f> 0 

5万願寺区画

(-竺竺叱!三:Jァ言十 つ乙7
J
 

Z.lv
 

パ
斗

ハ/』
A
斗 28 2.D 91 1 4 2241 

(款) 2国庫支 出金
(項) 1.国庫補 助金

目 本年度
節

較前年度 比
金額

1 区画 釜 理

国庫補助金

1 44.0 () ~' ! !J I ム 1567;円 1-1 区 画経理 I 1 3山 J円

国庫補助金 1

144，000 -，二二正二/ノ仁フ二言十

(款) 3都 支出金
(項) 1.都補助金

目 本年度 前 年 度 上じ 較
~山

区 分 金額
ー...-

千円 千円 千円 千円

1.区画獲理 65，1 65 72.0 0 0 ム 6.8 3 5 1.区 画 整 理 6 5，1 6 5 

都補助金 都補助金

言十 65，1 65 72，000 どご斗 6，835 

--------------~I 
-40一

説z 明

一 般会計繰入金

区画整理管理費繰入金
千円

神明上区画整理事業繰入金

万願寺区画整理事業繰入金

c一一 一

(款繰入金)

叫冗
ニ
=
R 明

神明土佐画整理事業国庫補助金 干円

(款 国庫支出金)

説 明

一ーーーーー一ーーーー向『

神明上区画整理事業都補助金 千円

一 一一一一

(款都支出金)
-41一



(款) 3.都支出金

(項) 2都委託金

日 本年度 前 年 度

千円 千円

1. 区画整理 1 0 0 1 00  

委託金

言十 1 0 0 
L一一一一一

(款) 4繰越金

(項) 1繰 越金

目 本年度 前年度

干門 干円

1.繰越金 50 0  400  

言十
一‘'‘・、

5 0 0 4 0 0 
. 

較
節

上七
区 分 aユiノ~ 額ー

千円 千円

1 -0 0 

l 委 託 金

。

一一一ー一一一一一

比 較ιdh三
1 日 日千

2.神明上区画 300  

整理費繰越金

3万願寺区画 1 0 0 

整理費繰越金

_...----I _~.-" 

1 0 0 シ------Jν~

-42-

明

区画整理法第 7 6条許可事務委託金
千円

一ー一_-一一一一ー一-一
一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーー一一一一

司哩--ここ二二二

(款 都 支 出 金 )

説 明

前年度繰越金
千円

区画整理管理費繰越金

神明上区画整理事業費繰越金

万願寺区画整理事業費繰越金

-ー-・・・a圃 帽 岨 --戸・_-

-43ー (款 繰 越 金 )



(款) 5.諸 収 入

(項) 1.諸 収 入

-
引

i

日

本 年度 前 年 度 較
節

自 比
区 分 金

千円 千円 千円

1.保留地処分金 1 45，5 30 219，000 ム 73，470 1神明上区画整 145， 

理予納金及び

処 分 金

一一

2預金利子 200 160 40 7区画皇室玉虫管理

費預 金利 子

一一

2神明上[芝直i整

珪費預金不lj子
一 一 一

理貨預金利子

一一一 一一一

3.雑 入 ろ 31 I 6. 28 I 1区画経理 管

lA 1安維 入

一 一

2.神明上区画経

理費雑入

理費雑入

言十 1 45，733 21玖191 ム 73，458 

ー一

50 

。。

ζ 〆「二三三二
-44一

説 明

神明上区画整理予納金及び処分金

区画整理管理費預金利子

神明上区画室主理費預金利子

万願寺区画整理費預金利子

千円

科目存置

科目存置

科目存置

-45一
(款 諸 収入)



3. 歳 出

(款) 1.都市計画費

(項) 1.区画整理管理費

目 本年度 前年度

千円 千円

1一般管理費 81，291 28，682 

l l | 

・ !

-46-

節 |

給 料勺
3 職員 手当等 12，0 7 4 

説 明

千円

。区画主主理一般管理事務経費
一般職 6人

職員共済組合負担金他

9.旅 費 4 5 i 普通旅費

1 0 交1 際 費 160 i 区画整理事業 K伴 う交除安

137| i 1 需要費

i 2 役 務費 nU
 

4

・sf

1 S.工 事 誇負費

1虫 負担 金 補 助

及 び交付金

消耗品安

消耗文具

消耗器材

被版 子三

食糧費

印刷製本質

修 給 料

郵便料

村明上地区外雑工事

負担金
平山下耕地区画整理組合

日本土地区画整理協会
講習会参加

守

f
に
J
V

/0

0

1
 

門
ノ
L

Z

V

1 0 

6 0 

1 0 

5 0， 0 0 0 
8 0 
2 0 

L ----�/~I-==一一一一一二三
-47-

(款都市計画費 )



(款) 1.都市計画費

(項) 2神明上区画整理費

本年度の財源内訳 節

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源

匡堵!攻出金 地方債
その他 ー一般財源 区 分 金 額

説 明

-
千円 千円 千円 千円 f-f可 干|司 千円 干円 千円

1区画整理 1 5，654 1 4，850 804 3，4 95 。 。1 2，1 59: 2 給 料 ス139
。神明上区画整理経費
一般職 3人

総務受 一一

3. 職 員手 当等 5，646 

4. 共 済 費 8 3 7 職員共済組合負担金他

ス 賃 金 5 B 5 臨時職員雇上

普通旅費 2 9 -1 
9. 旅 費 320 

特別旅費 2 9 

1 1. 需;' 用 費 149 消 耗 口Eコ口 費 5 9 

f角 耗 文 具 5 

?角 耗 台LIEFFI 材 3 0 

ネ反 月良 費 2 6 

食 糧 費 1 0 

印 刷 製 本 費 6 0 

修 繕 料
. 

2 0 

1 2 役 務 資 1 0 郵 便 料

= 

保留地他草刈 245 
; 1 3 委 託 料 425 

草取 ・清掃 1 8 0 

t 

1 4 使用 料及び 4 8 土地使用料
賃 借料

ー-一・

1 6 原材料 費 4 5 0 U字海他

1 8 備品購 入 費 ! 3 4 平板演Ij量具

-48，- --4 9~ 
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(項) 2.神 明上区画整理 費

本年度の財源 内 訳 節 . 

自 本 年度 前年度 比 較 特定財 源
一般財源

i諸 政出金 地 方 債 |その他
分

説 明
1ヌ 金 額

千円 千円 千円 干円 千円 千円 千円
1呪負担 金 補 助

千円 千円

及 び交付金
1 0 全 国土地区画整理講習会負担金

2 3.償還金、利子
手ヰ 目 存 置

及び割引 料

一 ー一一一

2.審議会費 1，1 84 1，1 1 9 65 。 1，1 84 1 報 E明 1， 1 3 0 。村明上区画整理審議会委員及び

評価員経費

審議会委員 990 

~f 価 貝 140 

1 1 需 用 安 食 費

ろ.事莱費 578，8 U 0 622，4 I 0 乙~. 43，61 0 1 92，0 U 0 01 256，060 1 3 D，7 40 1 3 委 託 料 5 1 0，80，0 。神明上区画監理事莱経費

区画整理事業業務委託 3 1 5，3 0 0 

2 ・2 ・4号線立体交差 179.000 

確地確定説Ij量 1 6，5 0 0 

1 5 工事 詩負費 5ス000 1 6 4・16 5街区整地工事 5 3，0 0 0 

旧甲州街道側溝工事 3.000 

雑 工 事 1，0 0 0 

2 2 補償・補填 1 1， 0 0 0 工作物移転補償 2，5 0 0 

及び賠償金
整 土也 υ 1， 0 0 0 

埋 ーニEジ又¥， 物 ρ 6，500 

損 朱 H 1， 0 0 0 

. 
. -ー

言十 595，638 638，379 ム 42，741 1 95，4 95 O! 2 5 6.0 6 0 1 1 4 4，0 83 
t_ここ' ~I一一一一一一一一

-50ー -51一
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(款) 1.都市計画費

(項) 3.万願寺区画整理費

本年度の財源内訳 節
ー‘-品目

目 自本年度 前 年 度 比 較

蹴隊出金 地方債干Dけ円ll l その他 一般財源
千円 千円 千円 千円 千円 千円

1区画整理 引560 48，746 L~ 呪186 。引5291 31: 

総務費

区 分 金 額 説 明

千円 干円

2 給 料 4，885 
C'万願寺区画整理経費

一 般 戦 2人

3.職員手当等 3. 7 7 4 

4 共 済 費 5 7 2 職員共済組合負担金他

9. 旅 s 費 4 5 普通旅費

1 1. 需 用 費 1 0 9 消 耗 口口口 費 5 5 

f向 耗 文 具 2 

消 耗 若号 材' 4 0 

被 月長 安 1 3 

食 桜 費 4 

. 印刷製本費 5 0 

1 2 役 務 資 i 3 5 郵 使 料
ー『昌司・ 町F ・

3 ‘ 

1 4.使 用料 及 び 4 0 
土地使用料

賃 借 料

2審議会費 685 。 685 G 。 685 。 報 酬 635 。万願寺区画繋理審議会委員及び

評価員経費

審議会委員 495 

評 価 貝 1 4 0 

. 1 1. 需 用 費 5 0 食 糧 費

-53- (款都市計画費)
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(項) ~万願寺区画弊理受
節

自 比 較 説 明
区 分 金 額

一 一
千 千円 千円

5事業費 7ス100 i 0 7ス100 。 。7ス000 1 0 

千円

1 3. 委 託 料| 7 6， 1 0 0 tノ万願寺区画整理事業経費。1:
区画整理事業業務委託

1 5.工 事請負費 j 雑 工 事

2 2 補償 ・補填 工作物 ・樹木移転補償

及 び賠償 金

」一一
: 言十 8ス345 48九 6I 。! ~ . C;:==:l;==~1一一一一一一一一

(款都市計画費)
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(款) 2. 予備費

(項) 1 予 備 費

本年度の財源内訳

日 本年度 前年度 比 ℃計へ七 特 定 財 源

国者肢出金 地方債 その他
般財源、

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1予傍受 1， 886 1，975 ζご込 89 。 。 。 1，886 

ーー

言十 1，886 1，975 乙と込 89 。 む 。 1，886 
自ヲ

-56一

節

説 明
区 分 金 額

千円

区画きを理管理費

神明上区画整理費 1， 8 

万願寺区画整理費

〈 三 三.----------どく 一一一一一一一一一一一

千円

n

o

n

6

n
U
 

4

1

A

斗

つ

L

.帽-圃酬凶 -島-開R

一一一一一-一一

-5 7 ~ (款都市計画質 )



給与 費 細 霊主
Eヨ明

特 別 職

給 与 費

区 分 職員数 共済費 合 計 備考

報酬 給 料 搬手当

千円hトー一一一一 一

人 千円 干円 干円 干円
長

本

議

年

その他 3 8 1，7o5 。 。
一三上度

言十 3 8 1，7 o5 。 。
長 等

前

設正 貝

年

その他 1 9 1，028 。1，028 

度 トー一ーーーー‘

1 9 1，028 。 。1，028 

長 守-iñ:ヨ~

比
て滋・ι発 貝

日二7 。 737 

日 。

-58~ 

給 費 明 来田 ヨ主
E司与

2 一般職

(1 ) 総 括

区分|職 員数 1- 給 B

給料 |

本年度 1 1 1人I 2スヲ30千円 1

1己主J 1 1 I 26，1 4_4 t 
t比 較 i-U 川 6 I 

与費 j ."，......... I A _， I 
! 一一一一一一! 共済費 |合 計 | 備考

職員手当 | 計 i I _. ~， I 

21， 494千円 I49，424干什 も以竺::_j_~l~~ 2千円 1
20，4 86 I 46，630 I 2，893 I 4引523

日 _8L~，7 94 i 375 い 1竺

調整手当 2，50 3 管理職手当 1，6 0 0 

通勤手当 900 時間外勤務手当 6 5 0 

住居手当 726 期末勤勉手当 13， 3 5 1 

職員手当

の 内訳

扶 養手当1， 7 4 0 

特殊勤務手当 2 4 

一般月故員一人当り給与貨の状況

区分 i 一
本年度|

前年度

千円

給人

一一…一…初任給の 状況

iL11 一55足45年 1月分1 日

-問:r、 股-

r':tョ 校 卒

現在 大. '学 .$ 

年 1月 1日 rfコh一J- 佼 卒

現在 大 こがま4ー. 卒

平均給料月額及び平均年令の状況

般 職

9 O， 1 0 0 円

1 1 0， 1 0 0 

9 3，8 0 0 

1 0ス400

-Li 分
55年 1 平均給料月額

現在 平 均 年 令

54年 1月 1日 | 平均給料月額

般職

21 8， 1 01 円

3 4. 0 6 才

2o 3， 3 4 4 円 1

3 3. 3 才一J

等級別職員数の状況

区 分 般 耳議

5 5年 1月 1日 1等級 0人 4等級 8人

現 在 2 等級 5等級 。
5 等級 2 言十 1 1 

5 4年 1月 1日 11等級
ー.。 4等秘 7 

現 在 2 等級 5等級

5等級 2 言十
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(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

|区分|増減額|増減額の増減事由別内訳 | 説

円I1給与改定ki 千内 |表 上

!給

伴う増加分 I 9 2 ~ - -1実質

| 備考|

|給与改定の状況
I i給与改定率; 3.5 70/0 

i 前年度 、給与改定笑施時期
l. 5 4年 4月 1日

本年度 給与改定率 2.5% 

昭和 55年度

明

3.4 99ら

3.57% 

の改定

2普通昇給に

伴う増加分

1，786 

料

884 

平均昇給問差×現忙在

職する職員数

x 1 2ヶ月

6， 7 0 0ド]x 1 1人

x 1 2ク月 =884千円

平均昇給率

(昇給期1
4月

弁給耕民Ij 7月

以員数 10月

1月
下水道事業特別会計予算書

3.33% 

(職員数

5人

2人

人

4人

人

人

人

%

刈

!
 
計

1

1

0

到

1

-

一
昨
一

他

人

人

人

一

時
一

0

0

0

0

一

宮

一

わ

一

信

一

率

V
ハ

一

一

六

斗
i

一

ふ
口

況

職

数

人

人

人

一

給

以

二

山

知

状

2
u貝

1

1

0
一

支

4
J

申

当

動

川

防

1

1

一
向
山
浦
一
序

奥

る

一比一
一
}
寸

一

定

の

現

す

度

度

減
一
年

J
H
一

動

員

:
(

年

年

一

般

均

一

末

取

本

前

増

一
品

ぽ

一

期

る

一

i

一

淀

暢

土

)

)

刊

誌

係

%

%

'

円γ

州

与

忙

刊

額

5

5
3
1斗
給

動

0

保

2

2

6

4

・

額

変

7

留

(

(

一

一

一

動

増

め

定

度

度

刊

多

一

う

数

改

年

年

3

の
‘
伴

口
県
額
与

5

4

8

m

m

k

職

減

給

5

5

6

戦

等

3.その1tizの

増滅分|ム 2O 

11調整手当
I 1 7 1 

の増滅分

貝

2期末勤勉

手当の

域総分

本年度

支給均J 6月 1 2月 5月計

1 0 8 11 

264 11 

9 1 // 

242 11 

1 3 2 通勤手当 1 3 2イ運賃改定山地額

-60-

手

当

分

手

減

益

増

扶

の
zv 

1，008 トー

当

4.管理職手当

の増減分
トー
5時間外勤務
手当の増拡分

I .6.その他の 1

!増減分|



昭和 55年度 日野市下水道事業特別会計予算

昭和 55年度目野市の下水道事業特別会計の予算は、次 に定 め

るところ による。

(歳入歳出予算 )

第 1条 歳入歳出予算の総額は‘歳入歳出それぞれ 1，226，8 7 1 

千円と定 める .

2 絞入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第 1表 歳入歳出予算」 による 。

(地方債)

第 2条 地方自治法第 230粂第 1項の規定により起こすこと

のできる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び

償還の方法は、「第 2表地方債JVLよる。

(歳出予算の流用 )

第 3条 地方自治法律;2 2 0条第 2項ただし警の規定により、

歳出予算の各項の金額を流用することができる場合は次

のとおりと定める。

(1 ) 各項K計上した給料、職員手当等及び共済費(賃金

に係る共済費を除 く)に係る予算額に過不足が生じた

場合における向ー款内での、 これらの経費の各項の間

の流用 。

昭和 55年 5月 5日提出

日野市長森田喜美男
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第 1 表 歳 入 歳 出 予 算

歳 入 歳 出

ーよび手数料
工頁 金 額

-一・

88，9:46 HJ 

7さ3L¥， rj司 金 額

1下 水 道 費 8 0 ，]，1 5 1 千円

d・ --ー

1.使 用 料 8 8，9_ 1 8 1.下水道 管理費 5 1、19 3 
d 

一 一一一 一

2.手 数 料 2 8 
6 1 5，3 8 8 

・・・ー
2国庫 支出 金 2，000 

ーーーー-ーーー一ーーーーーーーーーーー!

5 多 摩平処理場費 1 3 5.5 7 0 

1.国庫補補金 2，0 0 0 
一 一一-

3.都 支 出 金
2.都市下水路費 4 1 8，0 3 1 

一一ーー

1.都 補 助 〈茸 1.都市下水路費 4 1 8，0 3 1 

一 一ー一一一一一『

4繰 入 金 3 7 2，0-2 3 3.公 債 費 6，489 

1.繰
入金 11 572，5D205 0 

.‘ .; 

5.繰 越 金

1.公 債 費 ι4 8 9 

4予 +葡 費 200 

1.繰 越 ノ:fJi 500 
一 一 一

ー 一一一

6.諸 収 入 1 0 1 
1.予 備 費 200 

利汁1.預 ノ~ 1 0 0 
一一ー

2.雑

歳 出 ぷロb、 言十 1， 2 2 6，8 7 1 

債 il1市

ス市 7 6 3，3 0 0 

債 7 6 3，3 0 0 

歳 入 メEコ』 言十 1， 2 2 6，8 7 1 

-62-
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第 2表地方 債

起 債 の目 的 !限度額 起債の方法 利率 | 償 還 の方法
一 一 」'ーー一ーーーー『ー-司ーー回目ー一ーー-，-司団四也ーー-ー司明ー・ー----ーいーー"ーー・回目・・ー-ー一

千円

浅川北第 1排水区管渠埋設事業 32，000 

多摩川第2排水区 管渠埋設 H 1 28，600 

浅川南第4排水区管渠塩設 ff 1 8，200 

黒川都 市 下水 路 整備 " ! 360，4 0 0 

流域下水道整備事業 I 1 03，600 
(浅川処理区 )目

I 8，200 
(南多摩処玉虫区 )i 

公共下水道多摩市建設負担金 I 1 1 2，300 

証書借入又は I9.0% 

証券発行の方 |以内

法Kより起債

する。

起債のときより、 据置期

間全含めて、 3 0年以内

K償還する，

ただし市財政の都合Kよ

|り措置期間及びー償還年限

iを短縮し、 もしくは繰上

償還又は低利償K借:酔え

ることができ「るO

一一一一一一一
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歳入歳出予算事項別明細書



1 .総括

歳入

款 本年度予算額 前年度予算額 比
一一

1使用料及び手数料 88，?46 fTq 8 2.792 千円 ι1 

2.国庫支出 メ玉E〉、: 2，000 G 2，0 0 

3者E 支 出 金 G 

4J呆 入 金 372025「市 3 4 0，2 7 

5繰 越 ~ 

6.E-i者 収 入

-l 
較

ト一一一一一一一一一一ー一一一一一一ー。

。

歳入合

債 1761-l-10: ト76:Jl
I I I I 

! 1， 2267 1 I 1 1 5，14三i け 17-J

ス市

歳出

本生

本年度 前年度
特 定款 比 較

予算額 予算額 副都
地方

支出金
ト一一一一ー

千円 千円 千円 千F'I

1.下水道費 802，1 51 1 08.4 1 8 693，7 3 3 U I 402，9 

一一
2露市下室 41 8，031 。41 8.031 2，001 360，4 

ート一一一一一

3公債費 6，489 6，530 ム 41

。卜200 200 。
一

1， 2 26，871 11 5，1 48 111，723 2，001 

001309，904189，347 

o 0 1 5 5，6 3 0 I 0 

。 。

川司
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2. 歳 入

(款) 1. 使用料及び手数料

(よ貞) 1.使用 料

|目

1使月

ト7 18891j一円二f「;;77「二:::ァ;i-1三つ
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」一一 一ーー~一一一一ームー一一一一一一一~三二一一一一--一一一一一一_..J..<::~~一一一一一~一 一

(款) 1. 使用料及び手数料

(項) 2. 手数料

七 一 l-i比較1一一-4一一 1
i I 区介|金額 l
」 μ 一一一 一 一一ー一一一一-

1手数料 28 I 28 

(款) 2. 倒産支出金

(工員) 1. 国庫補助金

ーももー

説 明

下 水 道使用料
千円

一 一一一 ・一一一一一一一ー一 一一ー_._-ロー-1

一一一 』

一一一一一一一一一← ! 一一一 z 

一一一一ー一一一一ーー一戸一ーー ! 

(款 使用料及び手数料 〉

説

排水 設備申請手数料
干円

bニニ

黒 川 都 市 下 水 路

-一

説

-67-

一一ー一一一一一ー一一一_-ーー一一『一一一一一一

(款 使用料及び手数料 〉

明

干fIJ

(款 国庫支出金 )



(款) 3. 都支出金

(項) 1. 都補助金

節

目 本年度 前年度 比 :較 ーー

区 介 金 額

ffJ 千円 千PJ 千内

1.都市下水路 。 1.都市下水路

宇高 助 {e ネ南 助 ，就ノ¥

‘ー

一一ー

1 ! 
~ 〆

三口E↓l 。 ----'_. /〆/

ー'
一一一一ー一一一一一一一一一正二一一一一一一一一ぷご一一一一一J

(款) 4. 繰入金

(エJl) 1. 繰入金

街5 ---_._…一同
白 本年 度 前年度 比較

区介 金 崎額

一一ト一一一一一一-一一一一一一一一一一
千fLJ 干円 十円 千円

1.一般会計 372，023 31，7 5 2 340，271 1.下 水道費 31 6，393 

繰 入 金 繰 入 金

2.都市下水路 55，630 

費 繰 入 金

計 372.023 3 1，7 5 2 I 3 4 0，2 7 1 ~-l//-
-68-

説 明

科 目 存 置 千円

ー一一一一.一 一一一一一点-ーーー_--ー酔ー守F一一ー-ー一ーーーー-_---戸ーー--目・--ーー-ーー

(款都支出金 )

説 明

-一 般会計繰入金

下 水道費繰入金

千円

都市下水路費繰入金

ー-ー司自由ーー-ー-凶'ー-ー・・園周-回同関与

ーも 9-
(款繰入金)



(款) 5 繰越金

(項) 1 繰越金

目 | 本年度 i党 明

‘一 一一

子円

ふ--==
一一一一一一一一-i

(款繰越金 )

(款) 6. 諸収入

(項) 1 預金利 子

I I 節
目 |本年度 | 前年度 |比 較 「一一一一一一一一一

I I 区分 !金額

1預金利子 I 1 0
1

; I 1 0 .~PJ i f! 1預金利子 1 107 

説

預金利子

一一一一一一

ー咽園田司副-司H・・・声
-・a圃戸-回・ー-・・・m・司園田-

ー一一ー一一一一--'一一一一

(款 諸収入)

(款) 6 

(項) 2. 

目

一

一

分

一

ノ

一

一

区

一

雑

入

入

一

度

一

F

1

収

一

一何

一

諸
雑
下
ー

l
L十

説 明

1.雑入
私用電話料

千円

計 「一つ-

-70- -71一

ζ~ 3 



(款) ス 市 債

(項) 1.市 債

目 本年度

干円

1.下水道債 402，900 

・_.与・ ー

2都 ー市 360.400 

下水路 債

計 763，300 

前年度 比 較

千円 千円。402，900 

一一一 一一ー

。360，4 0 0 

......_..ー.

。763，300 

L 

-72-

節 ， 

区 分 金 額
説 明

干円
千円

1.下 水道債 402，900 浅川北第 1排水区管渠埋設事業 3 2，0 0 0 

多摩川第 2排水区 H 1 2 8，6 0 0 

-..・ー _....- .-， 
浅川南第 4排水区 H 1 8，2 0 0 

流域下水道整備事業 i 1 1， 8 0 0 

浅川処理区 1 0 3，6 0 0 

南多摩 H 8，200 

公共下水道多摩市建設負担金 1 1 2，3 0 0 

一

1.都 市 360.400 黒川都市下水路整備事業

下水路債

-------~ー/レ/fj :
- 一 ーー-崎四ー・・・--ーー一ーーーーーーー一-ー苧ーー一一一_-一一-

_-- ーーーーー一一

一一一ーー一一___1

(款市 僚 )
-73ー



千円

明説

。下水道関係経費

一般職 8人

L一一 一一一「一一一一一一一一一一

千円

21， 898 

1ス977

金額

5職員手当等

節

料

，0，. 
ノJ区

2.給

:較比

1下 水道

総務費

5 歳
(款)

(f頁)

目

7 1 3 

9 8 

職員共済組合負担金他

普通旅費

特別旅安

2，558 

8 1 1 

費

1
3r
L
 

F
F
 

済4.共

9.旅

200 

1 '1 1 

1 5 1 

1 0 

9 8 

5 2 

5 0 

消 耗 品 費

消耗文具費

消耗器材費

被服費

食糧費

印刷製本費

修繕料

472 費用

トー-

什.需

8 4 

I 1 6 

郵便料

水質検査手数料

200 費務1 2役

ト一一一一一一一一一一一一一ト一一一一一一一一一一一+一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一ー
。下水道維持費

新坂下 。高幡。平山樋管導水路清掃

404 

樋管管理 9 3 

500 

500 

000 

1，4 9 7 料託1 3.委

旭が丘吐口補修

高!幡樋管蛇箆補強

河床整備

Z 一 一一

5，000 1 5.工事請負費

。。ス2772.下水

維持

4 5 

6 

下水道費)

ろ，

、h

(款

" 

平板損IJ量器具

-75一

ボール

一

5 1 1 8.備品購入費

-74-



(項) 1. 下水道管理費

本年度の財源内

目 本年度 前年度 比 較特定

l現政出 金 地 方 債

千円 千円

-- ‘' ・b 暗号ー

言十 51，193 。51，193 。

訳
節

「区分 T三-li 説 明

1明除補助 i 729 
千円 f

及び交付金 日本下水道協会 2 9 1 

日本下水道事業団 375 

fI 研修 3 8 

多摩川右岸ブ ロッ ク協議会 2 5 

I 1... J 
仁

-76ー
一77--

(款下水道費)



(款) 1. 下水道費

(項) 2 下水道建設費

目 本年度 前年度

ー一一
千円 干

1.下 水道 61 5.388 

建設費

‘4 

言十 61問|

千円

61 5，388 

-78-

: i4029;:l引心:J 千円。

室行

区 分 金 額

干ドi

日 委 託 料 2 5‘735 

1 5，工事請負費 2 4 8，4 5 0 

1呪負担金。補助 3 3 1， 7 9 3 

及び交付金

22補償 ・補填 史41 0 

及び賠償金

----------~ 

説 明

千円

。下水道建設経費

浅川処理区認可設計 2 0，00 0 

都道 16 9号排水管埋設監督 1，6 0 0 

浅川北第 T排水区用水路用地査定確定

935 

南多摩処理区実施設計 3.200 

浅川南第 2排水区管渠埋設 5，0 [1 0 

浅川北負~ 1排水区 fI 4 3，0 0 0 

多摩川第 2排水区 1/ 1 7 1， 5 0 0 

浅川南第 4排水区 " 2 4，3 5 0 

浅川北第ろ排水区 1/ 4，1 0 0 

多摩川i第 2排水区 11 500 

多摩川右岸浅川流域下水道負担金

140、21 8 

多摩川右岸南多摩流域下水道 H 

3 1， 0 7 5 

多摩市建設負担金 1 6 0，5 0 0 

多摩川第 2排水区ガス管防議補償料

2，4 0 0 

浅川北第 1排水区水道管移設 R 

スo1 0 

一ーー一一一一ー一一一一一一一一 一日ー一-一一一一回一ー一戸一一日一ー一一一一一一一ー一一一一

-79- (款下水道費)



(款) 1. 下水道 安

(f真) 3. 多摩平処理場費

本年度の財源、内訳

目 本年度 前年度 |比較| 特定財源 | 

一一一虫色目玉~[-~~j~J---~
1総務費 165875162139

千Pl

1.736 

千円。 千円 ! 千円 | 干円

o I 46，2 23 1 1ス652

一一一i L--j--l -Li--L--j 
-80ー

区

2.給

1 1.需

1 2.役

1 3委

節

“一一

分 ノ:王fr: 額

千円

料 1 8，3 4 0 

用 費 2 8 1 

務 費 8 2 

託 料 29，842 

説 明

干内

。多摩平処理場経費

一 般 職 7人

職員共済組合負担金他

普通旅費

消耗品費 1 9 3 

消耗文具費 2 0 

消耗器材費 4 3 

被 RR 費 1 3 0 

食 糧 費 8 

印刷製本費 3 0 

光熱水費 5 0 

通信運搬費 8 2 

電 言活 料 8 0 

郵 {更 事ト 2 

下水道料金収納 1 3，0 0 0 

処理場夜間業務 1 3，0 4 1 

処理場土。日 ・祝日業務 1， 7 6 4 

自家用電気保安点検 228 

作業員健康診断 4 2 

場内除草 360 

処理場機械電気設備保安点検 2 0 7 

下水道料金電算処理 700 

処理場植栽 500 
ー匂

，、

-81- (款下水道費)



(項) 3. 多摩平処理場費

節

目 本年度 前年度 山一一 説 明

区 分 メEヘ 額

持 71，69千円5 46，2 7千9円
千円 i 

2.維 25，41 6 
千円 千円

2.給 料 1 8，3 4 0 。多摩平処理場経費

管理費 一 般 職 7人

3職 員 手 当 等11 3，1 2 9 

4.共 済 費 2，1 5 2 職員共済組合負担金他

?旅 費 4 9 普通旅費

1 1.需 用 費 2 8 1 消耗品費 1 9 3 

消耗文具費 2 0 

消耗禄材費 4 3 

被 BI1 費 1 3 0 

食 糧 費 8 

印刷製本費 3 0 

光熱水費 5 0 

一一一

1 2役 務 費 8 2 通信運搬費 8 2 

'竜 言苦 料 8 0 

郵 使 料 2 

ーーーー』

1 3委 託 料 2矢842 下水道料金収納 1 3，0 0 0 

処理場夜間業務 1 3，0 4 1 

処理場土。日 ・祝日業務 1， 7 6 4 

自家用電気保安点検 228 

作業員健康診断 4 2 

場内除草 360 

処理場機械電気設備保安点検 2 0 7 

下水道料金電算処理 700 

ーし
処理場植栽 500 

十一一「一一一一寸一一一一一

言十 ! 1 35，5 7 0 一・・・

. 
o ! 0 I 4 6，2 2 3 I 8引347 ! 

一一一一一_J一一一一ーム一一一一一一一一一一一一'

-8:2ー -81-
(款下水道費)



(項) 3. 多摩平処理場費

目 本年度 前年度 比

2.維 持 71，69
千円

5 46，2 7
千
9
円

25，4 

管理費

計 15WOL山

一本年度 の財源内仁 i 
較 I !特 定財源 i 

一一寸一一一一!イ政財源
地方債| その他

引 F i---F「一一子「三日

-'-82-

常i

区 分

1 1.需 用 費

務 費

1 3.姿 託 料

i 5工事請負費

1 8.備 品購入費

------------

一一一一 説

金 額

ー

千!司

1 8，7 8 4 0 維持管理経費

消耗品 r(
消耗器材費

燃 料 費

光熱 ~1'て費

医薬材料費

イ修 i'善 料

334 流入水質検査

処理水質 H

:重金属 M

COD水質 H

一一一

21， 572 汚泥運搬

汚泥分析

汚水本管清掃

雨水本管清掃

雨水管接続調査

下水道台帳

塩素容器耐圧保守

i 4，0 0 0 場内配電盤

1ス005 汚泥処理脱水機

戸
F
門m 車

トー

1， 6 7 6 

9 8 

1. 7 6 0 

2.3 3 1 

2，9 1 9 

5 8 

230 

3 4 

i 2 

守、も 77 

6 5 

2、500

3，3 2 0 

4.000 

2，0 0 0 

1 0 

ス000

5 

千円

~、 一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一-

-83ー (款下水道費〉



(款) 2 都市下水路費

(項) 1. 都市下水路費

本年度の財源、内 訳

目 本年度 前年度 比較 特 定 財r 務l

匡郎支出金 出その他
一一

干円 千円 千円 千円 千円

1.都 市 41 8，03 i 。41 8，031 2，001 360，4 0 0 

下水路費

言十 41 8，031 。 2川 !56山口I55，630 l 

節

「-L額
説 明

ベ政財源
分

一 一一

55.630 。 1 3委託料 156307「 。都市下水路経費
ffl 

黒川既施設清掃 800 

黒川都市市水路用地確定調IJ量 1，5 0 0 

呆)11樋管 (仮称)建設 1 4 6，0 0 0 

神明上都市下水路実施設計 8，000 

2 1スo0 0 黒川都市下水路管渠埋設1 5工 事請負安

一一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一一一一

22.補償 ・補填

及び賠償金

科目存置

23償還金 ・利子

及び割引料

4 4，7 3 0 神明上都市下水路償還金

/ケペ ~.-レく一一
=-。

-84- -85-
(款都市下水路費)



本年

自 本年度 前年度 比較 特 定

|競技出金 地;
ー一一明ト一一ー-lfヲ 千円 干円 千PJ

1・元 金 2.2 81 2，1 82 99 。

2利 子 4208 4，348 ム 140 。

明

千円

説

。市債の元金償還経資

償 還元金

額

千円

2，2 8 1 

節

ノ¥
:m: 分

23償還金、利子

及び 割 引料

区

安

費

債

償

/.¥. 
4ふ、

/.¥. 
.b、

3. (款〉

(工員)

。市伎の利子償還経費

償還利 子

一一一一一一一一一一一一一一一一一一

4，208 

LJ--------------し///

23.償還金、 利子

及び 割 引 料

ト一一一一一-
。

i O i --i-;計 一一-7!平日て:41
。，
no 

A
斗，A

U
 

言十

公債費 )(款
い
?
J『

b
7
1

42
F
H
T
F
 

備

予

予

(款)

(項〉

節

区 分 金 額

え党 明

千円 千円

---------~ 
、一

予備費)(款-87ー

4. 

本年度の財源内訳

特定財源 i 
I .l.rL. -+-i* I '-1 A~ t.r_ I寸投財源

← ←一一im l -11型~.Jz 1性J.~自主Ll_!_O)j聖-1一一一ー

2 d'8 I 2 J8 I fF~ I 6~J I 引 11 1Tj

o I 0 j 0 I 200 ! 

-86-

l

i

ト
ー

4変比
「

1九

|前年度

nu
 

nu
 

門

Jι

本年度

I
l
l
i
-
-
i寸
l
i
l
-1・

備 1'1

日

計

1.予



2. 

(1 )総

給与 費
(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

ー韮主
巨ヨ細明

凶士 増減額 増減額の増減事由別内訳
ト--

千円 千円

1.給K伴与改う定

617 
増加分

主川ム、口

2 1， 8 7 6 

料
職R員7数1の変動に係わる増

ろその他の 1矢 6千円
給与改定留保額

増減分 2 0， 2 5 1 5 5年度(2.5完)一
5 4年度(2.5需)
983千ドj- 448干FJ
= 53 5干FJ

一一 一 一ド一一一一一一一一一ーー『一一一一一一一一一
1.調地整手滅当
の分 2，054 伴う増額

2期末効勉

耳長
手当の

消滅分 1 O. 0 0 6 11 

貝

1ス528 一ー
手 3.扶養手当

の増減分 1， 5 0 4 11 

トー
当

I目4宣麟手のj岩淑 2， 3 0 8 1 11 

増居手減分当 5 2 8 I 11 

日46 7 特殊勤務手当 35千円

通 勤 手 当 632千円

運賃改定等に伴う増額

般 職

活

結叫，an，t刷
考

分

度

一
度
一
較
一
手

の

訳

一
年
一

年

一
一

員

区

一
本
一
前

一
比

職

当

内

給与改定の状況
， 給与改定率 3.57兎

道年{給与改定実施時期
民 54年 4月1日
本年度給与改定率 2.5需

I I I平均1昇給率 2.63妬

I 2普通昇給 I I平均昇給間差×現に在職すI (昇給期 )(職員数 )
I vc伴う | トる職員数x1 2ヶ月 1 (4月 8人
i 増加分 I1， 0 0 8 I I 昇給期号IjJ 7月 4人
I I I 5，600円x1 5人x I 職員数:110月 2人
I I ! 1 2ク月=1，008干円 | 人 1月 1人

I I I 額|職員の異動状況

現陥: 乞tT'¥

(験する)Cふり)(計)
弱員数 ω 

本年度 1 5人 0人 1 5人
前年度 7人 G人 7人
増減 8人 0人 8人

職員数

日人

扶養手当

特殊勤務手当

調整手当 3，626 管理職手当 .2，7 52 開

通勤手当 1， 1 51 時間外勤務手当 535 

住居手当 990 期末動勉手当 1引172 

2，340 

540 

一般職員一人当 り給与費の状況

~_g_一分トこいし盟主壁一一-i
いさ」七jLi---uf一一-l
!前年度・ 4，5 6 3 : 

手職mι 管+
 

率
当

払一山手
支ふ一夜

の
扶
話

当
十

8

手
料
×

整
給
)

調
(
当

K
 初 任給の状況

区

6月 1 2月
1.8ヶ月 2.6ヶ月
5月

0.5ヶ月 4.9ク丹

6月 1 2月
2.0ヶ月 2.7ヶ月
3月

--88- -89-



区

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末

及び当該年度末における現在高の見込に関する調書

当該年度中増減見込額
前 々年度 前年 度 末 一一 一一

分
当該年度中 当該年度中元

末現在高 現 在 高
起債見込額 金償還見込額

千円 千円 千円 千円

2，2'8 1 

-90ー

当該年度末 昭和 55年度
現 在 f区司コ

見 込 額

干IIJ

8 2ス89 1 市立総合病院事業会計予算書

一一一寸



昭和 55年度 目野市立総合病院事業会計予算

(総則)

ド

、 !

第 1条 昭和 5 5年度 日野市立総合病院事業会計の予算はつぎに定めるところに

よるr

(業務の予定量)

第 2条 業務の予定量はつぎのとおりとする。

(1) 病床数 1 4 2床

(2) 年間患者数

入院 4 ，1， 1 6 5人

外 来 1 2 5， 3 3 4 

(3) 一 日平均患者数

入 院 1 2 1人

外 来 422 

(収益的収入及び支出)

第 5条 収益的収入及び支出の予定額はつぎのとおり定め るの

収 入
干円

第 1款 病院事業収益 1， 3 3 1， 8 1 3 

第 1項 医 業 収 益 9 8 8， 9 4 3 

第 2項 医業外収益 3 4 2. 5 6 8 

第 5項 特 別 手リ 益 302 

支 出
千円

第 1款 病院事業費用 1， 3 3 1. 8 1 3 

第 1項 医 業 費 用 1， 3 0 3， 4 1 1 

第 2項 医業外 費 用 2ス600

第 5項 特 男|j 利 益 302 

第 4項 予 備 費 500 

(資本的収入及び支出)

第 4条 資本的収入及び支出の予定額はつぎのとおり定める 。 (資本的収入額が資

本的支出額K対し不足す る額 25. 0 6 3千円は過年度介損益勘定留保資金で

補填するものとする門)
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収 入
干円

第 1款 資本的収入 2 5， 0 0 1 

第 1項 出 資 金 2 0， 0 0 0 

第 2項 i人1:. 業 債 5， 0 0 0 

第 3項 固定資産売却代金

支 出
千円

第 1款 資本的支出 5 0， 0 6 4 

第 1項 建設改良費 4 1， 050  

第 2項 看護婦。準看護婦貸金 60 0 

第 5項 企業債償還金 8，4 1 4 

(一時借入金)

第 5条 一時借入金の限度額は 1 0 0， 0 0 0千 円と定める。

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)

第 6条 つぎK掲げる経費については、 これらの経費の金額を これら以外の経費に

流用し、又は、こ れら 以外の経費をこれらの金額陀流用する場合は、議会の

議決を経なければならなし、。

(1) 職員の給与費

(2) 交際費

(3) 食糧費

(他会計からの補助金)

干PJ
9 0ス942

50 0 

1 5 7 

第 7条 支出負担区分及び収益的収支並びに資本的収支に対する補填のため 、一般

会計からこの会計への補助を受ける金額は 2 7 4， 2 3 0千円である。

(棚卸資産の購入限度額)

第 8条 棚卸資産の購入限度額は 2 7 2， 1 9 0千円と定める。

昭和 5 5年 3月 5日 提出

日野市長森 田 喜美男
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市立総合病院事業会計予算
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昭和 55年度

収

日野市立総合病院事業会計予算実施計画書

益的収入及び支出

収 入

款 1員 目 節 予定額 イ蒲 考

1・病業収院益事

千円

1. 3 31，81 3 

医業
1・収益 988，943 

1入院収益 565，31 2 

12)，800円(人患(者11日1人当り収
入 院収益 | 565，31 2 入 x 1 21 日平均患者数)x 

365日

2.外来収益 38ス227

3，1 00円人(患(者 1日1人当り収入〉
外 来 収 益 i 38ス227!×422 1日平均患者数)x 

297日

ろ-医そ業の収益他 36，404 

室料差額収益 1 5，494 

公衆動 衛生 ; !予防接種 2 0 7 
活収益 ! 3，21 5 集団健康診断 3. 0 0 8 

医療相談収益 | 2，508 i 育個人児健康相診談断
863 

1， 6 .4 5 

. 受利託用検査収施設益 J; 4，093 

診毎療染病受託患者料i 1，843 

医そ業の収 他益 li 
史251|| 休日夜間 ・第プ次抗告、事業受託料・

文書料 ・容器料他

2医業外 342，568 
収 益

受取利息
525 1.及び配当

a主ノfiと

預 金 利 息 | 525 

補他会計
2・助金 1 80，000 

他会計補助金 1 80，000 

3都補助金 64，344 
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款 項 目 節 f 予定額 備 考
予定 額 イ庸 考

干円 千円

干円
市町村公立病院運営事業補助金 千円

帽

56，800 
都 補 助 金 64，344 院内保育院事特殊業運診療営部費補助金 2，984 

公的病 門運営費補助金
. 4，560 

ーー

4負交 担付金金 74，230 
支 出

負担金交付金 74，230 検企査業センター 2，729 

債護フ元利償成還費金 1 0，026 
准看婦養 史576
オー ンシステム往診医委託料 20
市町村特別交付税 2ス122 

入医院助産費 150 
師研究研修費 1，661 

救急度医指療定増K謁経費 1 5，732 
高 かかる増嵩経費

款 項 目 節子 予定額 備 考

ト一一一一一一

1.病業院費事用
千円 干円

1，3 31，81 3 

1.医業費用 1， 303，41 1 

トー

ス214 1. ~格、口 -ト7 ずJi'Z 90ス942

患者外
5・給食収益

8，178 
(給 料〉 41ス634

患者外給食収 8，1 78 
職員食 5，028 

益 付添食 3，150 
も

医 師.
給 59，752 医師 16名

看護婦給 87名

6その収他医
業外益

1 5，2 9 1 
医療技術員給 55，608 医療技術員 22名

不用品売却収
420 現像液 他

益
事 務 員 給 4ス708 事務員、保母 21名

労務員給 68，051 労務員 27名

その他医業外 1 4，871 南多摩東部共立病院補償補てん金

収益 5.324 

電庖話 使 用 料 1，61 8 
売 使用料 1 20 
医師摩住宅使用料 324 
南多 東部共立病院事務委託料

1，000 

託ガス児使料用料
960 
1 2 J 

その他 5，405 

366，396 I扶養手当 10，380 管理職手当

医師手当 8 3，1 0 0 I 2 0，2 6 7 特殊勤務手当 4呪255

看護婦手当 1 ~ ~'~ :: i調整手当 35.9日日時間外手当

医療技術員手 4 1. 4 2 0 I 1 8，8 2 4 夜間勤務手当 6，583

当 住居手当 11，321 通勤手当虫 361

3.特 別 302 事 務 員 手 当 3ス841 期末勤勉手当 193，248 児童手当

利益

1・国売定却資益産

固定資産売却
益 . . 

過年度
2・損括:修正

300 

労務員手当 48，458 ! 1 20 宿日直手当 11， 1 3 7 

医(賃師金給)'i 
63.551 
4引944 内科外 ・小児鼻科 ・舛科 ・産婦人科 ・整

形科 ・耳科 .1.長フ泌尿器科診療
医師 4虫9.14

看 護 婦 給 6.226 外来看護婦(3名)4，930 助産婦当直

医療技術員給 480 
技術職 4' 8' 0-'-，~" ~ V 1， 2 9 6 

事務員給 2，699 事務員(外来窓口 ・保険請求事務〉
過年度損益修 300 診療報酬査定増等
正

2、699

労務一員総 4.202 ー託児室保母助手 (5名) 3.1 95 

その主他主
一ー ー

5・4守男u利
， 

看護助手 1， 007 

.. . ~ ..._.~ .-， -_ 
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款 項 目 節 予定額 イ脂 考
Z=kジ'Lよ 項 目 節 予定額 イ蒲 考

〈報 掛け 88千円!6 千円

委 員 報 酬 88 病院運営委員会委員 、'

法定福矛IJ費 50，273 共済組合負担金他

干円
ボイラー用重油 8，軽957ガソリン干内

売会 革:十 費 呪528
5託29児自室家他発)電用 油プ 21白灯ガ油( m:YG~1ili) 1 49 ロハンス 72

退職給与野 1 0，000 
食 糧 1 57 

運営委員会時茶菓子代 2招へい医師

食事代 30 会議賄費 125 

2材料費 262，275 
ト一一一

功!河tミァ 口に口1 費 21 0，788 内服守薬薬 101，898試注薬射他薬178，1 89 
外用 1 6，82 6 úï\ ~~1ili 1 3，8 i 5 

印刷製本費 1，955 薬等報名グン袋刺告tヤ2嘗51ッ08口テ424ノ封0レ外庁3筒医用日内学そ収薬印雑の入レ刷誌他支用ッ合1テ出版冊0ノ伝下0レ製票、4本14フ代0レィTルY決口ムト算8 

X線材フィ料ノレ4ム，O5，64縫2合現糸f安針定類着液 625
衛生 3 3 H"'æ.*H~w 3.1 03 

診療材料費 20，776 酸素 ・笑注気射ガ〉ス1，465カテーテノレ類
117日4 器 1.156整形用材料 1， 41 6 
輸液 ・輸血セッ ト970記録紙・その
他1.362

修 主'1、義;::1 費 5.647 
医療用機械器具1， 961建物 1，825
ボイラー配管等 1，591自動車 270

医師賠償責任自保動険車損53害8共保済育5窓6保育児
保 険 半ヰ 641 建災害保済険 1

物共 46 
給 食 材 料 貸 28，21 1 患者食 11 8人 x365日

~:!j子類 350 摂子煩 200 潟万熊
200尖万類 150カスト・トν一類

医療消耗備品 2，500 
20日手救X術急線用告書5505病D株枚用菅器用具器具
350 用器具 1
250 用器共 100 

3.斉1 宍 1 04.762 

特殊手診療術医師1， 440麻酔医 2，772
報 償. 投 5，91 2 特緊急 時招へい医町j900 

殊検査医師等 800

，脊ク兵 4，385 当直茎具用補寝修具代365 ゼロッ
ス 240基準寝 240 

賃 jl iE土I 料 6，365 テレビ 72医師住宅 720ポケットベlレ

東部共立病院建物使用料 36 187 

自動車 120 

治橋町 639 白衣 海・予1，防ヲ衣等洗濯.
1，225 おむ特つ殊洗 58 病理組織
検処査 3，764 検it4，1 06 月包衣 l 

J_~720 エレベ タ 娠家い保拾守用影総食電委量7リ気測3託フ1工料定ト
フイノレムパッチ測定 126 

保守 114 X線胸部間接自
352院内消毒 200
作物保守 308 X線漏え

旅投交通投 720 普通旅民 2司2Fご 号モ 料 26，7 24 

看設衣 368予防衣 11 0 kf認帽子

2自看護靴2前75?目靴下 1差長。13八7d日J防完L走医師丹]術衣 1G 5手 下衣 1 右-護持
i隊員被月&'i~( 1，444 術衣 41手術用i!)日子 3 衣 120 

調理衣 35 男立;ズボン 30 白長靴

32 作業服 17 事務服 61

カルテ用感圧紙外具80用類洗紙5剤6類4石2日日日 トイレットペーィこ-3 けん[t1483
消耗品質 5，01 9 ココ、印 284文 タオノレ類

通信運搬資 i 3，1 98 
電話料 3，'1 20 

切手 ・はがき代 78 

268医療用消耗品 667
金具類その他 573

医師用机 85 ，1}~務用備品 1 30医療 誌- ‘z£ス』 1.248 

消耗備品 ~t. 1.005 用倫品 350 整理械類 240給食用 j 

備品 100その他 100 

光 熱 水 質 34，533 
電気料 10，983水道料 1呪993
ガス代 3，557 南多摩婦人科医会 48

一・一
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款 項 目 節 予 定 額 イ肩 考

Z忌ん人 項ー 目 節 予 定額 イ庸 考

千円

日本防師産2度日会会婦災応本慶国人管4応関看自理8科連義護治者学塾病婦東体研会京院協大病東究都会学食院京会養関ホ5開e地研D連自イ設方病究ラ八者東部会院ー協京南会技長都議5助会師会病産刊協2院婦5 

1 4 
会 1

薬日野剤

会 5
38 院食萎研究会

企業債利息 ! 6，625 千円
千円

一 時借 入金J官、 1 4.000 
利 l

2 患食者材料外給資 ス396

そのイ也 11 4 

麻薬取慰扱金申誇手数料 24及広び告保料有 50 
雑 費 1 66 解剖弔 ? 病理解剖 存ヒ.費

40 精度管理調査費 20 テレ 受
診料 23

給患食者材料外費 山 |職員食 5，128 付添食 2，268 

3.養准看成護婦校

交 際 費 500 院長及び病院交際安 百浩 与 ス604 委託生徒 9名分給料 5，211 
i手 当 2.393

_...一一日

減 価 24.868 
4・償 却 費

ーー

1 入通学金fjt100授受業験料料 15 制服代 200
経 ~Il 1，973 !交 6 1 6 fit :W:;f'-l-7 8 0教科書代50

建 物 史246
減価 償 却資

白衣代50P・T'A会長 12維持1公50 

持5 築 物
346 

減価償却資

4.雑 損失

不 用 品
売却原価

器価械償備却 品
減~

1 4.965 
その他雑損失

車減価 償 却 輔費 31 1 5特月IJ
損失

資 重E
5・減耗 資

つ 1閤定資産

売却損

棚減卸耗資 産資 固定却資産
-グ7t *n Hロミ

回定却資産
除 1!{ 2.過年度 300 

損益修正

6研研修究f.~( ろ.562 i邑 年 度 l
300 

t~ 益修正
ーー.

研究材料 貸 350 医学研究用材料及び教材n.~ 50 

謝 金 240 招へい講師謝金
ーー

図 書 資 1.1 00 医学問警 700 その他 400

ろ特そ別の伊決他

特そ別の損失他 | i 

旅 Eを 1.575 医師及び技師看護婦等学制出席旅費
4.予備資 500 

ト一一ーーーーー・

研 究雑 授 297 l- 会'{.i}等

2医業外
rt 用

2ス600

1.予備資 500 

予 イ賄 資 500 

支 払
1利 ，息
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資本的収 入 及び 支出
収 入

京: 項 目 節 予定額 '備 考

二千 円

1.資本的収入 25，001 

1.出 資 金 20，000 

一般会計か
1・らの出資金 20，000 

一般会計から 20，000 
の出 資金

2，企 サ"*ζ 債 5，000 

1.企業 債 5.000 

4人工二 業 債 5，000 

ス国定去日 資産
売 代金

固定 資代 産

量五 吋
1・売却 金

: 

文 出

款 項 日 節 予定額 z，，etJ 乙a 

1資本的支出 5 0，0 6 4千円

1.建設改良資 41，050 

1.改良資 2 i， 050 

印刷製本安 50 

委 百七 車:↓ 1， 000 設計委託料

工 事務負資 20，000 I 1.変商房電改室修、手工術事室費、

2有資産形購回入定資 20，000 

有購形問定資産
人 質

20.000 自動分割分包塁、分娩監
視装置、跨耽 他

っ看護婦 ・准看設
婦貸付金

600 

I・看護護婦婦貸・付准金看 600 

看諮護婦綿貸・付准看金 600 

3.企業債償還金 8，4 1 4 

企 業 債
1・償還金 8，41 4 

企業債償還金 8，41 4 

資本的収入額が資本的支出額忙不足する額 25，0 6 3千円は、内部留保資金で補てんする。

-100---
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昭和 55年度 日野市立総合病院事業会計資金計画

(単位千円)

区 づ子 前年度決算見込 当年度予定額 増減(ム印は減)

受 入 M;貝F之 金 1， 4 0 0，7 3 4 1， 5 1 8，1 4 4 1 1ス410

事 業 収 」ナU毛Aご. 8 7ス960 8 6 8，2 3 8 乙込 9，7 2 2 

前年度未収金 1 4 4，3 6 4 1 4 5，0 0 0 636 

一 般会計出資金 5 (J、000 2 0，0 0 0 ム 30，0 0 0 

他会計負担金 7 4.8 6 0 7 4.23 0 と与 630 

他会計補助金 1 5 0，8 9 7 1 8 0.0 0 0 2 9，1 0 3 

者日 補 助 メ耳ベ 6 4.5 0 0 6 4，3 4 4 とと〉 1 5 6 

i人工L 業 債 。 5，000 5.0 (J 0 

一 日与 借- 入 金 。 '1 0 0，0 0 0 1 0 0，0 0 0 

固定資産売却代金 。
前年度繰越金 3 8，1 5 2 61， 331 2 3，1 7 9 

支 会え 資 ノヨ¥乙 1， 3 2 3，1 1 2 1，4 5 5，7 0 2 1， 3 2 3司 590

f三jおヨ- 業 費 用 1， 2 3 2，4 9 4 1， 2 6 3，6 3 7 3 1， 1 4 3 

町月、dリC. 
年度未払金 3矢943 4 2，0 0 0 2.057 

貯 蔵 Eにl口1 2 ム

建 設 改 良 費 . 3 3，0 0 1 4 1， 0 5 0 8，049 、

看護婦貸付金 。 600 600 

企業債償還金 1ス672 8.4 1 4 乙〉 引258

‘時借入金返済 。 1 0 0.0 0 0 1 0 0.0 0 0 

差 ヲ| 7ス622 6 2，4 4 2 ム 15.1 8 0 
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昭和 54年度 目野市立総合病院事業会計予定損益計算書

(前年度)
(昭和 5 4年 4月 1円~昭和 5 5年 5月 3 1日)

(単位千円)

医業 収 益

(1) 入 、院 収 益 5 6 0.6 4 0 

(2) . 外 来 収 益ー 3 9. 4; 0 5 9 

(3)ι その他医業収益 5←1， 4 3 2 9 8 6， 1 3 1 
一 一一

2. 医 業 費 用
F 司H 句句

(1) 給 与 費 8 7 史 3 36

. (2) 材 料 費 2 7 8， 6 8 3 

(3) 経 費 9 4， 2 0 0 

(4) 減価償却費 2 5， 9 7 2 

(5) 資産減 耗 費 8 1 2 

(6) 研究研修費 3，4 4 2 1， 2 8 2， 4 4 5 

一 一医 業 T員 失 2 9 6. 3 1 4 

3. 医業外収益

(1 ) 受取刺息及び配当金 1， 5 2 5 

(2) 他会計補助金 1 5 0， 8 9 7 

(3) ‘都 :rft} 助 金 6 4， 5 0 0 

(4) 負担金交付金 7 4， 8 6 n 
(5) 患者 外給食収益 8， 1 7 8 

(6) その他医業外収益 2 8，4 9 0 3 2 8， 4 5 0 
一一 一一

4. 医業外費用

(1) 支 払 利 J息 ス7 6 3

(2) 患者外給食材料費 ス050

(3) 准看護婦養成費 4， 0 2 1 

(4) 雑 損 失 1 2， 8 7 3 3 1， 707  
一一一一一・

経 常 利 益 429  
一

5. 特 月IJ 利 益

(1 ) 固定資産 売却益

(2) 過年度 損益修正 300  

(3) その 他特別利益 302  
一 一一ー一一一 一一ー

6. 特 月IJ 損 失

(1) 固定 資産売却損

(2) 過年度 損益修正 30 0  . 

(;3) その他特別損失 302  

当年度純 刺益 429  

前年度繰越利益剰余金 1 0 0， 6 2 6 

当年度未処分別益剰余金 1 0 1， 0 5__5 
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剰

4 6 6， 4 5 5 

千円

1 1ス458

4 3， 2 0 0 

4 3， 2 0 0 

3 4 8， 9 9 7 

日

予定貸借対照表 C!'l(J午度)

(昭和 55年 5月 5

債

千円

1八.40 3 

101， 055 

1 0 

1， '1 9 0 

2 4 6. 8 0 2 

1 D 2. 1 9.5 

。
4 2， 0 0 0 

百日

本 の

6‘9 4 1 

矢口67 

じっ

千円

5ヲ5

1 0 O. 6 2 <') 

429 

'1 0 2， 1っ5

資

5. 汽本 1 金

(1)自己資木金

百十

住

.6.. -0;+ 
r...1 I~ I 

，.c:，. 
仁1

イ )計年度未処介利

~剰余金

t，\~~~利主主剰余金年度末残高

市毛

イ〉 回度補助金

ロ )P、補助

ハ〉 受長官財産評価額

本芽~! 令 金 合 計

e

一二日

'↑1
t
 

-一r口

え』
苫IT.

汗IJ

]口

(2)刺益剰余金

( 1)資本 余剰金

(2)俗入資本金

y、i

:、1主

金

(1 )一 時借 入 金

金

3ミ

メ>-
-'1< 

企h

n 

Jオ1
1)〆え

合

p、
主

_L"-
iコ

債

_{_-L.， 

J.~ 

金

金

.6-. 
うれ

同叫又

丁ム

り

余

/.:"-
ill~ 

度

利益京j

J定

1h 

長刀

'~f，: 

lil 

余

ホ:

，〆¥'>.

(心預

(3)前

未

平
，i''

-

u
円

ν

ifUj 

<，~ [ ( 

、今，
'f-t 

菊j

企

6. 

さ当

k
t
 

‘
η
id 

fえ

i冗

4. 

日野市立総合病院事業会

資 産 の 音E

固定資産
千円 千円 千円

(1)有形閲定資産

イ)土、 地 5，598 

ロ)建 物 2 6 1， 2 1 9 

建物減価償却引当金 8 2， 0 5 4 1 '7呪 16 5 

ハ)構築 物 5， 1 4 4 

栴築物減価償却引当金 2，433 2， 7 1 1 

.;;;;.)器械備目l 2 2 0，9 1 3 

器械部J品減価償却引当金 1 2 5， 8 0 5 9 5， 1 0 8 

ホ)車 楠 3， 2 :5 8 

車輔減価償却引当金 1. 3 6 2 1， 8 7 6 

有形閤定資産合計 2 84，4 5 8 

(2) 無形回定資産

イ)電話加人権 1 0 2 1 0 2 

無形回定資産合計 1 0 2 

国定資産合計 2 8 4，5 6 0 

2. 流動資産

(1)現金預金 6 ¥ 3 3 1 

(2) 未 収 金 1 4 4.3 6 4 

(3) 貯 蔵 口口口 1呪40 0 

流動資産合計 2 2 5，0 9 5 

資 産 辺ロ、 言十 5 0司655

4年度昭和 5

509，655 

ーーーー ー司ーー一ーー」ー』ーーー

。十
l

-e
ロ
日合本資fi¥ 点ド

J
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昭和 55年度 目野市立総合病院事業 会計予定貸借対照表(当該年度)

(昭和 5 6年 5月 3 1日)

資 産 の 音E 負 債 の 部

千円 千円 千円 千円 千円 千円

国 定 資 産 4. 流 動 負 債

(1) 有形固定資産 (1)一 時借 入 金

イ)土 :tili 5， 5 9 8 (2)未 払 金 4 3， 0 0 0 

ロ)建 物 3 0 2，2 6 9 
(3)前 戸〉仁L 金 1， 1 0 0 

建物減価 償却引当金 91， 300 2 1 O. 9 6 9 
(4)預 り 金 1 0 

流 動負債合計 4 4， 1 1 0 

ハ)構 築 物 5， 1 4 4 
負 債 i口Eλ 4 4， 1 1 0 

構築物減価償却引当金 2.，-l 7 9 2， 3 6 5 

資 本 の 苦日
ニ)器械備品 2 4 0， 9 1 3 

器械備品減価イ賞却引当 金 1 4 '0.7 7 0 1 0 0， 1 4 3 
5. 資 本 王企立』

ホ)車 輔 3、238
( 1)自己資本金 2 6 6.8 0 2 

車輔減価償却 引 当金 1. 6 7 3 1， 5 6 5 (2)借 入 資本金

有形固定資産合計 3 2 0， 6 4 0 ノ』よ、ニ 業 債 9 8，7 8 1 9 8. 7 8 1 

(2) 無形固定資産 噌主'主主 本 ノ.3区、 tロ』 計 3 6 5， 5 8 3 

イ)電話加入権 1 0 2 1 0 2 
6. 剰 力人て 金

無 形 固定資産合計 1 0 2 

(1 )資本剰余金

イ〉 国庫補助金 6，9 4 1 

(3) 投 'tt ロ)都 補 助 金 矢口 67 

イ)看護婦 ・准看護婦貸付金 600 600 ハ 〉受贈財産評 価 額 395 

資本剰余金合計 1 6， 4 0 3 

投 資 ぷEEIh 言十 6 0 0 (2) :利主主剰余金

国 定 資 産合計 321， 342 イ〉当年度未処分刺益剰余金

2. 流 動 資 産 繰越利益剰余金年度末残高 1 0 1， 0 5 5 

(1) 現金預金 4 1， 8 0 9 当 年度純利益 5 0 0 

(2) 未 収 金 1 4 5. 0 0 0 利 :淀剰余金合計 1 01.5 5 5 

(3) 貯 蔵 n にiII 1司500 号制j 余 金 iロ~ 計 1 1ス958

流 動 資 産 合計 2 0 6， 3 0 9 資 本 主人 Jにf』1 言十 483、54 1 

資 産 ぷ口』 計 5 2ス65 1 
負偵 ・ 資本合計 5 2ス65 1 
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給与費明細書 、、
a 、

2 給料及び手当の婚減額の明細

1 総 括

職員数 給 与 主E 法定
区 分

特別職 一般職 報 酬 給料 賃金 手 当 計 福利資
~ ヨロt

区分 増 減額 地減額の増減事 由別内訳 説 明 備 考

千円 干rl 給料表。 .... 医師 給与改定の状況

l'iJ.益勘定支弁職員 8 人 1 7 3人
F内

411654 FV1 63.55千1円 3 7も、27もfl~ 85ス54F9円 50.27F5 V1 90 ス822干円
本 88 

年 資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 。 。
度

~ 計 8 1 7 3 88 417.634 6 3.5 5 1 376.276 857.549 5 0.2 7 3 907.822 

1.給与 改定 に 表上 3.19 実質 3.17 

伴う地 加 分 1 3.1 02 給料表付....医師以外の職員 前年度 二表 317 % 

給 表上 3.49 実質 3.57 給与改定実施時期 5 4年 4月 1日

本年度 給料改定率 2.5 % 

前 f員益勘定支弁職員 B 1 7 3 1 08 39 1.7 7 1 6 4.4 6 7 36 3.9 3 4 82 0.2 8 0 4 2.7 5 1 863.031 

年 資本 勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 。 。
度 ぷE23h 言十 8 1 7 3 1 08 39 1. 7 7 1 6 4.4 6 7 363.934 8 2 0.2 8 0 4 2.75 1 8 6 3.0 3 1 

平均昇給率 3.22% 

(平均昇給間差額×現に在職 (昇給期) (験員数)

2 5‘863 2普通昇給に 1 2.2 1 2 する験員数) X 1 2ヶ月 50人

比
損益勘 定支弁職ι員 。 。 620 25.86 3 6916 1 2.3 4 2 3 7.2也9 7.5 2 2 4 4.791 伴う増加分 昇給期見iJ ) 7月 4 3人

資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 。 。 6.36 0円 X 1 62名 X 1 2ヶ月 職員数 1 0月 4 1人
較

~ 言十 。 。 L. 20 2 5.8 6 3 ム 916 1 2.3 4 2 37.269 ス522 4 4.791 1月 2 6人

扶養手当 10.380 調 整 手 当 35.9 0 0 管理職手当 2 0.2 6 7 住居手当 1 1.3 2 1 
F円

料
職員数の変動K係わる減額 職員数の異動状況

手当の内訳 通勤手当 9.361 宿日直手当 1 1. 1 3 7 時砂博当 18.824 期満b勉手当 193.248 

特殊JJ.民停手当 49.255 夜間致勝手当 6.583 退職手当 10.0 0 0 

ム 78.0 0 0円 現K在織す
3そ の 他 の 5 4 9 給与改定留保額 る機員数 ) (その他) (計)

一般職員 1人当り給与債の状況
P自滅分 55年度(2.5 %) -5 4年度(25%) 本年度 1 6 0人 1 3人 1 7 3人

区 分 1人当 り給与授

本 年 度 4.5 3 1 fl'l 

10.185 Fl'1-9.558千円 前年度 1 6 2人 11 1 73人

= 6 2 7 Fl'l 土問t 獄 。2 2 。

前 年 度 4.3 1 0 1調整手当の 2.3 0 5 給与改定による治加額 調絵手当の支給率

初任給の状況
t首減分 (給料+扶養手当+管JlIl職手当) X 8 % 

区 分 学歴 医 自市 看護婦 医療櫛待負 事務員 技官伊触員

5 5年 1月 1日 高 校 卒
円

96.1 00 円 99.600 96.1 00 円

Iq 
9 6.1 0 0 

現在 大学卒 1 9 2.0 0 0 1 1 0.1 0 0 1 1 4.3 0 0 1 1 0.1 00 1 1 0.1 0 0 

期末勤勉手当支給率

2期末勤勉手当 本年度 支給期 6月 1 2月 5月 言十
の櫓 滅分 898 給与改定に よる治加額 {支給率 1.8ヶ月 2.6ヶ月 O.Sヶ月 4.9ヶ月

5 4年 1月 1日 高校卒 93.800 97.200 θ3.80 0 9 3.8 0 0 手
前年度 (支給期 6月 1 2月 5月 計

現在 大学卒 1 8 5.2 0 0 107.400 1 1 1. 2 0 0 1 0ス400 107.400 支給率 20ヶ月 2.7ヶ月 0.5ヶ月 5.2ヶ月

平均給与月額及び平均年令の状況
特殊勤務手当の状況 (1人平均月額)

区 分 医 師 看護婦 医療技術員 事務員 技紗場fl. 5特殊勤務手当 1.967 実績による増加額 医 飾 看護婦 その他

5 5年 1月 1日 平均給料月額 307.70f 1716551 201，O77 121 1 84.530 円 200.31 r 1 2.34 2 の I曽減分 本年度 138.098円 2 0.0 3 7円 2.1 6 7円

現在 平均年令 4 4.7 1 3 5.04 3 6.4 1 3 4.4 0 4 4.9 6 前年度 128.604円 1 9.6 7 3円 2.1 99円

5 4年 1月 1日 平均給料月額 29 3.99 2 1 6 3.860 187.740 176.270 186.937 

現在 平均年令 4 3.7 3 3.6 3 5.4 3 4.2 4 3.9 

等級別職員数の状況

4扶養手当の 1.1 3 3 給与改定による増加額 配偶者手当 呪000円を 10.00 0円l亡改定

土首減分 その 他 4.800円を 5.00 0円に改定

区 分 等級 医師 活護婦 医療技術品 事務只 妓能労務員 5管理車投手当の 1.3 73 給与改定による僧加額

2 。 。 1 。 地減分

2 9(1) 。 1 。
5 5年 1月 1日 5 3(1) 6 4 2 。 当 6通勤手当の 1.4 09 運賃改定による精力日額

現在 4 52 1 8 1 3 2 7 
治減分

5 1 8U() 。 3(1) 。
ヱ時間外勤務 2.9 0 4 給与改定並びに実績による地

言十 1 4(2) 7 70() 22 20(1) 2 7 
手 当の増減分 加額

2 。 。 。
2 7 1 。 。 宿日直手当 54千円

5 4年 1月 1臼 3 4D) 6 4 2 。 Bそ の他 3 5 3 夜間勤務手当 2 27 

現在 4 4 7 1 5 1 2 26 住居手当 7 2 

5 26(8) 5 4 1 

3十 1 3(3) 80(8) 2 2 20 2 7 

)内は補充予定職員数 L..._司

-109 -
-108ー



昭和 55年度

受託水道事業特別会計予算書



昭和 55年度、 日野市受託水道事業特別会計予算

昭和 55年度日野市の受託水道事業特別会計の予算は、次に定

めると ごろ に よる。

(歳入歳出予算 )

左手¥. 1条 歳入 。歳出予算の総額、は、歳入歳出それぞ才σoス230千円

と定める。

2 歳入。歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第1表 歳入歳出予算」による。

〈歳出予算の 流用)

第 2条 地方自治法第 220条第 2項、ただし書の規定Kより 、

歳出予算の各項の経費の金衡を流用する ことができる 場合

は、次の と:お りと 定める。

(1) 各項K計上した給料。減員手当等および共済費に係る

予~. :績に過不足を生じた場合における向一款内でのこれ

らの経費の各項の間の流用。

陥和 55年 5月 5日提出

日野市長 森田 喜美 男

--i 1 n--



第?表歳入歳出予算

歳入

町.白

款 項 金 額

者B 支 出 金 6 9 6， 0 3 0 

委 託 金 .、ー 6 9 6， 0 3 0 

2. 諸 収 入 1 1， 2 0 0 

受託事業収入 1 1， 2 0 0 

歳 入 ぷ口b、 言十 7 0ス230

歳出

款 項 金 額

受託水道事業費 7 0ス23 0 

水 道 管 理 費 519，500 

2. 建 設 改 良 費 1 8ス730
ー.

歳 出 メ口ー、 計 7 0ス230

-1 1 1 -

-ー

千円

、

千円

昭和 55年度

受託水道事業特別会計予算

実施計画及び説明書



歳入歳出予算事項別明細書



歳 入 歳 出予 算事項別明細書

1 総 括

歳 白 人

款

者E 支 出 金

2. 諸 収 入

歳 入 ぷlコh 言十

歳 出

款
本 年 度

予算額

1 水受事業託道費

千円

70ス230

歳 出 合 計 70ス230

本年度予 算 額

千円

6. 9 6， 0 3 0 

1 1， 2 0 0 

7 0ス230

前年度
比 較

予 算額

干円 千円

709，480 Jミ2，250

709，480 ム2.250

-112-

前 年度予 算 額 比 較
開 ー ー ー ~

千円 千円

6' 9 9. 0 4 0 どミ3， 0:1 0 

1 0， 4 4 0 760 

709，480 ム 2，2 5 0 

源内ヨ

特定財源

医路島校 出金 地 方債 その他 財源

千円 千円 千円 干門

る96，030 。11，200 。

696，030 。11，200 。



2. 歳

(款)

(項)

入

1 都支出金

1. 都委託金

較 | 節
自 本年度ー一一前年度 比

区 分 i 金 額

千円 千円 平内 千円

水道事業 696，030 69虫040 どミ3，010 水道 事業 696，030 

委 託 金 委 託 jミ~

がー ーー.

言十 696，030 69矢040 ど斗3，010

'!H
U
 

Z
J
日
『

H

金一与
し
'安対

沫事以埠ヤ内山寸
人

明

円子

ト
(款都支出金 )

(款 ) 2 諸収 入

(項) 1. 受託事業収入

節

自 本 年 度 前年度 比 較
区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

下水道使用料 11，200 1 0，4 4 0 760 1 下水道使用料 11，200 

徴収新長委託金 徴収事務委託金

計 11， 200 1 0，4 40 760 /////li~~ 

説 明

手円

下 水道使用料徴収事務者i託食

一一ー---・m・--【凶，一一ー---一←←一一一十-ーー一ーーー一ー_____-一一一一-一一一一
(款諸収入)

-1 1 3一 -11<1-



五歳
(款〉

(項)

日

t浄 水 費

出

1. 受託水道事業費

1 .水道管理費

本年度 前年度

千円 千円

170，190 1 63，900 

， 

本年度の財源内訳

比 較 ヰ寺 定 兵オ 海、

医諸政出金 地方債 その他 一般財源

F 

千円 千円 千円 千円 千円

6，290 1 70，1 90 。 。 。 2. 

3. 

4 

守.

“・

1 1. 

I 2. 

1 3. 

-115-

節

区 分 金 額
長兄 明

千円

。浄水事業経費
. 千円

給 料 一般職 2 0人

職員手当等 4 1， 5 2 8 

共 済 費 ス89 3 職員共済組合負担金他

旅 費 5 4 普通旅費

需 用 費 6 1， 6 8 6 被 月反 費 320 

備 消 耗 品 費 1， 336 

光 熱 水費 2 6 3 

:燃 料 費 488 

動 力 費 58，9 1 9 

印刷製本安 1 1 6 

イ彦 繕 費 244 

イ"又n， 務 費 496 通信運搬費 360 

手 数 来↓ 1 3 6 

委 託 料 5，9 3 1 浄水場電気工作物保守管理 1， 7 0 0 

言十装設備保守 2.930 

高圧電気精密点検 350 

浄水場内草刈 379 

浄水場床清掃 116 

浄水場窓硝子清掃 1 3 8 

塩素ボンベ耐圧試験 1 1 8 

特定化学物質取扱者健康診断 2 0 0 

-1 1 6一一
(款 受託水道事業努)



(項) 1. 水道管理費

本年度の財源内訳 節

目 本年度 前年度 比}較 特 定財源
一・ー ト般財源
国都支出金 地方債!その他

説 明
区 分 ~ 額

千円 千円 千円 .f円 千円 千円 千円 1 4. 使用料及び 5 4 7千円 東電共架料及び通信回線使用料 千円
、

イ5守2壬1 借 料

ト一一

1 5. 工事請負費 4， 7 0 0 自動塩素注入機及び送水ポンプ改造工事

一

1 6 原材料費 1， 3 8 1 液体塩素

。配水事業経費

2. 配水費 1 24，81 D 1 41，800 ム16，990 1 24，81 0 。 。 。
2. キキ 2 6， 9 5 6 一般職 1 2 A 

ー ー ー‘ー

ろ 職員手当等 2 3， 3 2 1 

ト ー

4. 共 済 費 4，6 2 2 職員共済組合負担金他

守 旅 費 9 0 普 通 旅 資

1 1. 需 用 強 2ス21 0 被 月反 費 1 7 0 
司・4・ ー._胴H

備消耗品費 312 

E 動 力 費 2 6，4 7 1 

も 印 刷製本費 157 

イ彦 繕 費 1 0 0 

1 3 委 託 料 4， 3 1 0 消火栓取替配水管漏水修理等

1 4. 使用料及び 1 5 1 水道管布設に伴う借地料

賃 イ昔 料

， 1 5. 工事請負費 3 6， 3 1 0 配水管移設

1 6. 原 材 料 費 1. 8 4 0 配水管復旧用器材
一 一一一 - 一一 一一 一一一

-1 18-
(款受託水道事業費 )
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(項) 1. 水道管理費

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源、
一般財源、

医渚肢出金 地方 債 その他

節

金 U 明

区 分

千円 千円 千円 干円 千円 千円 千円

5給水費 68，580 83.060 161 4，4 8 0 68，580 。 。 。 千円 千円

。給水 事 業 経 費

2. 先日 料 2 0， 7 2 4 一般職 8人

3. 職員手当等 1 8，08 3 

4. 共 済 安
一司

9. 旅 費 3 6 普通旅費

1 1. 需 用 費 809 被 月良 費 1 4 1 

イ満 消耗品費 322 

;燃 ;料 費 48 

印 刷j製 本 費 3 8 

: イI与 繕 費 260 

1 3. 委 託 料 23.256 漏水 工 事 9，24 5 

検満水器取替 4.256 

隔演!j量水器設置 688 

丙止水栓設置 8，355 

給水管切回 し 7 1 2 

i 6. 原 材 料 費 2， 1 2 0 給水関係材料

4受 託 8，270 ス800 470 8，270 。 。 。
事業費

，0 受託事業経費 s ， 

2. 給 料 3， 9 3 4 一 般職 2人

ろ 職員手当等 5‘420 

4. 共 済 費 680 職員共済組合負担金他
1 

4 

9. 旅 費 普通旅費

1 1. 需 用 費 1 0 1 毛皮 月良 費 5 0 

備 消耗品費 3 1 

印 刷 製 本 費 2 0 

1 3. 委 託 料 1 1 7 都道監督事務費

-1 1 9ー -120ー
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(項) 1. 水道管理費

節

目 |本 年度 |前年度 説 明

区 分 額

トー

千円 | 千円
千円 子円

5業務 費 I1 4 7， 6 5 0 11 4 0，3 9 0 1 ス260 I 13ω50 o 111，200 。 。業 務経費

2. 給 料 51， 135 一般職 2 0人

3. 職員手当等 I4 5， 5 6 9 

4. 職員共済組合負担金他

7. 賃金 1， 352 臨 時 職 員 1人

9. 旅 費 273 普通旅費

1 0 交 1際 費 1 5 0 受託水道事業に伴う交際費

1 1. 需 用 費 6， D .3 1 被 月良 費 207 

備消耗品費 1， 3 3 2 

光熱 71<費 462 

:燃 キ斗 費 1. 8 3 6 

印刷製本費 1， 1 0 3 

修 繕 費 1， 0 5 1 

食 糧 費 4 0 

1 2. 役 務 費 矢 51 2 通信運搬喪 4，9 3 6 
手 数 料 4， 3 2 7 
保 険 本斗 249 

1 3. 委 託 料 11.905 料金計算事務 5， 0 6 8 
検針事務 3. 8 8 3 
庁舎警備 2，4 6 8 
職員健康診断 3 5 2 
隔測メーター電池取替 3 2 
事務所内清掃 1 0 2 

1 4. 使用料及び 1 0 自動車借上料

賃 借 料

(款 受託水道事業費 )
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(項 ) 1. 水道管理費

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 l比 較 特定財源

千円 千円 千円 千円 千円 平円

‘ 

計 519，500 536，950 Iムη 450 508，500| 。11，200 。

-1 2 3.ー

節

言見 明

区 分 |金額

二一 J yf叫

千円

自 存置

及び賠 償金

2ス 公 課 費I ; 9 9 [自童ιLι車鴇時重持量
2 8 繰 出 金 I1 2， 3 0 9 一般会言計十繰繰-出金 (恩給及び退職年金分)

つ7L 7

/--------------シ/!一一一一一一一一二
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(款) 1. 受託水道事業費

(項) 2. 建設改良費

目

1水 道

改良 費

2.水 道

建設費

本年度 |前年度 |比 較

千H

62，330 

千円

61，820 51 0 

1 25，4 0 0 11 1 0.7 1 0 1 i 4，69 0 

本年度の財源内訳

特定財源 ! 
ト一一一一ー一一一一一一 一ーI~舟オiíi5

|献州地方債二一一
千円 | 千円

1 25，4 0 0 。 。

計 I1 8ス73 0 11 72，53 0 1 1 5，2 00 I 1 8ス730 。l 。 。

-125-

節

区 分 金 額

千円 ; 千円

。水道改良経費

1 5. 工事誇負費 1 5，2 8 0 消火栓設置。電磁流量計及び配水管新設工事

，、

1 8. 備品購入費 47，050 豆Eヨ1 水 器 4 4， 8 1 5 

自動車他 2. 2 3 5 

。水道建設経費

2. 給 3， 7 8 2 一 般職 1人

3. 職員手当等 3，336 

4. 共 済 費 653 職員共済組合負担金他

守. 旅 費 3 6 普通旅費

1 1. 需 用 』費 363 被 月反 費 3 5 

備消耗品費 7 8 

燃 料 費 4 8 

印 刷 製 本 費 1 1 8 

修 繕 費 8 4 

1 ~，. 委 託 料 200 都道舗装復旧監督及び工事設計等

1 4. 使用料及び 7 0 機械借上料

賃 倍a 料

ー一

1 5. 工事請負費 1 '1 6，2 6 0 配水管布設工事

1呪 負担金、補助 700 配水管布設に伴う工事負担金

及び交付金

~戸/寸-一一一一一一一一一
(款受託水道事業費)
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細 主主
信 1給 与 費 明 (2) 給料及び職員手当の増滅額の明細

区分 |増減額 |常設額の増減事制IJ I説 明| 備 考

一一一 千円 I I 千円 I I給与改定の状況

給料 19，76111.給与改定 I I表上 3. 4 9弼|前年度
I ~ n\i~ ~~~.AC I _ _ 1 ~'-L. ~ . ~ _~， ~~ I 1給与ー改定率

K伴なう I 5，1 1 5 1 の改定 1:給与改定笑施時期 5 4年 4月 1日

増加分 I i実質 3. 5 7弼 |本年度

| の改定 i 給与改定率 2.5手

2普通昇給 I I平均昇給額 1 (昇給期) (職員数〉

K伴な う I I 5，7 5 6円X63人 (4 月 3 1 人

増加分 14552;×T m= |昇給糊ijj7 月 1 7 人

! 4，352千円 | 職 員 数 110月 6 人

I 11 月?人

2 一般職

(1) 総括

! I 給
区 分|職員数「一一一一- -，

| | 給 料 i

| 人 i 千円
本年度 163/ ， 11 5 2.5o 5 

前年度 16 3 11 4 2， 7 4 4 

費 I I I -E一一|共済費 i合 言↑ 備考
与

職員手当等

平内

13 5.2 5 7 

1 2ス399

ス858比較 引761。
千円

5.218 

8. 1 2 5 

』扶養手当
職員手当

ス556 調整手当

1. 777 通勤手当

住f苦手当

1 3‘334 管 理職 手当

4， 9 9 2 時間外勤務手当特殊勤務手当
の内訳

4. 2 2 4 期末勤勉手当 ヲ0.03 1 

(職員数の異動忙 i職員数の異動状況

;係る増加 ! 〈現.VLtE験する
(その他)(計〉

2 9 4千円 ! 職員数〉
2?4l i前年度 6 3人

1 1本年度 6 3人

!増減 0人
上

職員の変動 !調整手当の支給率

'給与改定等忙
865 

1伴な う増額

3.そ のイttJ

増減介一般職員 1人当 り給与費の状況

三一一七十三時二-l: 年 5 6 8 千円

L豆一年 度 1 4. 2 8 8 千円 t 

6 3人。
6 3人

。人

。
。

初任給の状況

1..-5~~一分 ! 学 歴 」二一旦~---_J
5 5年 1月 1日 |高校卒 E 96. 1 0 0 円 |

現在 i大学卒 I11 O. 1 00 円 |

5 4年 1月 1日|高校卒 I 9 3，8 0 0 円|

| 現在!大 学卒 1 10ス400一旦-__I
平均給料月額及び平均年令の状況

:! 日二般一職5 5年 T月 1日 平 均 額 |21 2， 2 0 0 円 |

現在 平均年令 I 36. 8 1 才 1

54年 1月 1日 | 平均給料月衛 I 1 9 7， 5 (J 0 円 | 

千円

ス85 8 11調整手当

の増減分

職員

手当 〈給料+扶養手当+管理職手当)X 8需

1 t  

率給支の

期

率

期

率

期

率

期

率

当

給

給

給

給

給

給

給

給

手

支

支

支

支

支

支

支

支

勉

{

{

{

{

勤

度

度

末

年

年

期

本

前

2期末勤勉

手当の増 6月
1. 8ク月

3月
O. 5ク月

6月
2. 0ク月

5月
O. 5ヶ月

1 2月
2.6ク月

計
4. 9ク月

1 2月
2_ 7ヶ月

計
5_2ク月

減分

A
斗マ

f
FH
J
V
 

A
斗

11 

等級月iJ職員数の状況J

i 区 分

5 5年 1月 1日

現在

一般職「

1 人 ! 4等級 E7丈
2 人 15等級一-7ヌ
6 人 | 言十 6 3 人1<

1 人 I 4等級 5 0 人‘

三一人 I 5等級 4 人

6 人| 計 63 人

扶養手当の月額|扶養手当 829千円通勤手当 830千円

改定 |管理職手当 216千円

その他は給与 |特殊勤務手当 ム 24千円

改定Kよる |時間外勤務手当 568千円

級
一
級
一
級
一
経
級
一
級

等
一
等
一
笠
笠
等
一
等

3_そのイ也

増減介
2， 4 1 9 

5 4年 1月 1日

現在
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昭和 55年度

農業共済事業特別会計予算書
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昭和 55年度日野市農業共済事業特別会計予算

( 総 則 )

第 1条 昭和 55年度目野市農業共済事業特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

(事業の予定量 )

第 2条 事業の予定 量は、次のと おり とする 。

区分 ヲi受戸数 引受面積 引受収量 区 分 引受戸数 引受頭数

水 稲 450? 1 0，000 a 248，500kg 手L 牛 3 ? 5 5 頭

一 ー

陸 手前 4 0 400 4，800 穏 豚 5 8 0 

麦 3 0 400 8.4 0 0 
1¥ 

(収益的収入及び支出)

第ろ条 収益的収入及び支出の予定額は、次の とおり と定める 。

収入

j高 要 農共済作勘物定 共家済勘定畜 業務勘定
総合 同

第 1款 共済事業収益 2，1 5 8 I刊 4，070 千円 1 0，6 3 1 千円 -1 6，8 5 9干

第 1項 事業収益 2，1 5 8 4，0 7 0 1 0，5 8 0 16，808 

第 2項 事業外収益 。 。 5 1 5 1 

支 出

摘 要 農共済作勘物定 共家済勘畜定 業務勘定 主爪公じ、 ぷ口b、

第 1款 共済事業費用 2，1 5 8 HJ 4，070 千円 1 0.6 3 1千円， 1 6，8 5 9 千円

第 1項 事 業 費 用 2，1 5 8 4，0 7 0 1 0，6 1 9 1 6、847

第 2項 事業外費用 。 。 2 2 
-

第 3項 予 備 費 。 。 1 0 1 0 
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(一 時借入金)

第 4条 一時借入金の限度額は、次の とおりと定める。

農作物共済一時借入金 3 00千円

家畜共済一 時借入金 300千円

業務勘定一 時借入金 500千円

(他会計からの補助金 )

第 5条 農莱共済事業実路のため、 一般会計からの補助を受け

る金額は、 4， 0 0 2千円である。

昭和 5 5年 3月 5日提出

日野市長森田 喜美男

_:131-
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収益的収入 及び 支 出

農作物共済勘定

第 1款 農作物共済事業収益 収 入

3. 麦 {呆 l倹 バト
ユリZ 3 2 

説 明

農家 負 担 金

異常共済掛金Jik準額+C総共済掛金額一異常共済掛金額)x通常;責任保険歩合

町一

ー

昭和 5 5年産麦

トー

トーー一一一一ー 一一

トー ーー

益収

項

一
業事

目 節 予定額

2，1 5 8 l円

1.農作物共済掛金 9ち9

1 水 稲共済掛金 I 860 

2 陸稲共 済 掛金 I 5 5 

5 麦共済掛金 I 2 4 

2農作物保険金 i

I 1.水稲

'1， 1 9 2 

ー一一寸一一一 一一

f呆 険 金 I 1， 0 4 8 

2 陸 稲保険金 I 1 1 2 

言十 2，1 5 8 

圃一
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第 1款 農作物共済事業費用 支 出

1.事業費用 2，1 5 8千円

1.農作物保険料 5 4 

1. 水稲保険料 2 2 

2 陸 稲保険料 2 9 

3. .:麦保 険 料 3 

2.農作物共済金 2， [J 7 7 

1 水稲共 済金 | 1，886 

2 陸稲 共済金 1 3 8 

3. 麦共 済金ト5 3 

3農作物無事戻金 ろ

1.水稲無 事 1宅金 '! 

2 陸稲無 事戻金 1 

3. 麦 無事戻金 1 

4.農作物責任準備 2 1 

金 繰 入一一一一一一一一一

1 麦責任準備金繰入 1 2 1 

5農作物支払備金 5 
繰 入

1.水稲支仏備 金繰入 1 

2. 陸稲支払備金繰入 1 

計 I 2，1 5 8 

説 明

在保異険常共歩済合掛}金一基共準済掛額金寸国L総庫共負担済掛額金額一異常共済掛金基準額 )x通常資

総共済掛金 と同一額

』一ー

， 

農家負担共済掛金一保険料

・.
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家畜共済勘 定

第 1款 家畜共済事業収益 収 入

節 f~定額 説 明

一1:J11:??1!¥

家畜共 済 掛金 I 1， 1 7 7 牛 876 種' 豚 3 0 1 

家 畜 死 廃保険 金 I 81 7 手し 牛 453 手重 豚 364 

手し 牛 1，452 1重 豚 624 

言十

第 1款 家畜共済事業費用 支 出

項 自 節 | 予定額 説 号司

1事業費用
千円

4，070 
ー一

1.家畜保険料 1， 1 7 7 

一
家 ー宙-+- 保 [検 1， 1: 7 7 掛 金と l可額

2.家畜共済金 2，8 9 3 ー

死 廃 共 i斉 817 保険金と |司額
、

2 病 傷 共 j斉 2，076 保険金と同額

言十 4，070 
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業務勘定

第 1款業務事業収益 収 入

項 白 節 予定額i 説 明

1事業収益 1 0，5 8 0 千円i

1受取 補助金

関 都 支 出 金 6，304 

2 一般 会 計 繰 入 金 4，00 2 

2.賦 5果 金 事務費 賦 :深 金 2 7 1 

共済金額 × 共済金額 1万円当り賦課金
千円

水ー稲 6虫820 × 1 0‘1000円0円 6引82 lJ 

陸 手前 1， 3 4 0 × 
1 7円

'2.， 2 7 8 
10，000円

支 1，39 0 × 
1 7円

2，363 
1 0，0 0 0円

手L 牛 9，0 7 5 × -1J0-，uGOLEOL円- 9 0， 7 5 CJ 

. 
干重 20 OBo-円-豚 5，200 x = 1 0 4.0 0 () 

1 0，0 0 

3.受取損害防止事 4〆、C 

業 負 ナE 金
受取一制能:防止害対齢 | 2 

4雑7 l灰 入

雑 入

.. 2事 業 外 5 1 
j収 4企idt• 

1.受 取 利 息 5 0 

トーー・
子氏 金 利 子 5 0 

2.業務引当金戻入

言十 1 0，6 3 1 

」ーー
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第 1款業務事業費用 支
W-1 
r-Lf 

項 自 節 予定額

1 0，6 1 9 千円1.事業 費用

• .1.支払賦課金 1 4.8. 

支 払事務 費 賦談金 | '1 48 

同 国叶‘ ー.

2.一 般管理費 9，5 3 3 

給 4，3 1 6 
一

2. 手 当 3，535 

3. 賃 2 1 2 
トー一一一-

4. 幸日 4 8 0 

J. 法 定 来リ 費 5 0 7 

6. 旅 1 9 0 

7. 趨 j軍 搬 費 6 5 

8. 印 昂Ij 製 本 7 5 

9. イ庸 消 FE1 コcl 8 0 

会 7議 費 4 2 

交 際 費 3 0 ! 1 1. 

1 2. 委 託 末寺

3.普 及 推 進 費 島 20 

事 業 奨 j励 費 2 0 

説 明
トー

オく 稲 2 8 y 陸 稲 ， 麦

家 2一ぽム』1・ ヲ 8 ， 加入者室u 2 0 

.-. 

職員、 2名

電算導 入 事-務

‘ー

運営協議会委員、 1 9 8 ， 共済連絡員 282 

一

運営協議会委員 128 ， 与改 貝 6 2 

華日 j共 料

決 :箆 書 ，谷局報告用紙

共済新日明 ，月刊紙 ，参考図書 ?その 他

2 
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、

項 日 節 予定額 説 明

4損害評価費 866 千円

幸良 民洲 629 評価委員 347 評価員 -2、82 

2. 旅 資 1 0 0 

3. 会 ニ認ミt定 5 7 

4. 負ー 借 キヰ 8 0 損害評価時車借上料

5損 吉 防 止 費 2 

薬 斉IJ 費

2. 燃 料 費 ガソリン F オイル等

6負 担 金 4 0 

関 係 機関山担金 l 4 0 南多摩地区農業共済協議会費

7.業 ;務 #主 費 1 0 

業 1 雑 費 1 0 

2事業 外 2 
費 用

1支 仏 利 J~、
・.

{昔 入 金 芳iJ

2業務引当金繰入

業務引当金繰入

3予備費 1 0 

1.予 備 費 1 0 

言十 1 0，6 3 1 
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昭和 55年度 日野市農業共済事業計画 区 分 事 項 摘 要

(3) 麦共 i斉 ア引 FJEζ L P 数 3 0戸
区 分 事 項 摘 ー要

イヲ | 足.xる- 面 積 i 4 0 0 a 

ウヲ| pJ主L主 収 5日王 1 8，4 0 0 kg. 
事 業 費

エ kg 当
農作物共済

一
り共済金額 。 166円

( 1) 水稲共済 ア引 戸~ F 数 450戸 オ共 ;i;寺 金 額 1 1， 3 9 4. U 0 0円

イヲ | 戸コ主ζ主 面 積ー ・ ・.' 1 0，0 0 0 a カ{米 日全 金 話~i 3 2，0 0 0 rrJ 

ウヲ | 戸ムζ2与一 収 主g主主L 2 4 8，5 0 0 kg キ共 1斉 持ト メで字1ア、 手議 5 .)，0 rJ 0円

エ kg 当 り共済金額 l 281 円 (ア) 農家負担額 2 4， 0 0 0 円

オ共 j斉ー 6引829，ClOO円
(イ) 国庫民担績 2 9， 0 0 (j 円

ク[栄
4 

険 料 3，0 (J 0 f斗
カ保 険 金 額 1， 0 4ス001}円

キ共 i斉 接ト 金 T定:u;石Z 1， 8 8 6，0 0 D円
(1)乳牛 ア引 メ3z2h予 Fコ 数 3戸

イヲ i 二芯え主， E民 数 5 5 Ei長
(ア) 農家負担額 | a 6 0，0 0 0 円

(イ) 国庫負担額 1， 0 2 6， 0 0 0 . p-j 
ウ共 1角; 金 額 引o7 5、o0 [)円

叫ク{呆 険 料 2 2，0 0 0 円 エ共 i.存 J卦 金 積 1， 7 5 2，0 0 0 円

(2) 陸稲共済 ア引 二戸又4 戸 数 4 0戸 (7'') 農家(ヨ抱額 8 7 6， (l 0 0円

イヲ| 受 面 4 0 0 a 1イ) i現 }t)l 勾 -1.日 ~~l~ 8 7 6， 0 0 0円

ウヲ! Fム主ι主 収 4，8 0 0 kg 
オ i呆 もをt ギト 8 7 6， 0 0 0円

I 

手重 豚 アヲ l 戸~ P を女 3戸

イヲ| ，立3ζL 頭 数 8 0 頑

ニιkg 当 り共済金額 l 28'1 円

オ共 i斉 金 額 1，3 4 8，0 0 0円
ウ共 j斉 金 額 5.200‘000円

カ保 険 金 額 1 1 1. 0_ 0 [)円
エ共 iA j卦 金 額 50 2，0 0 0円

(ア) 農家 h!但額 3 0 1， 0 0 0円
キ共 j斉 設ト ノ耳¥ 額 - .._. .v._ ・ 1 3 8，0 0 .0円

(ア) 農家負担額 | 5 5，0 0 Q円
(イ) 国庫負担額 2 0 1， 0 0 0円

オ保 険 料11 3 0 1， 0 0 0円
ー

職 貝広コ 言十 直i 損益勘定所属人員 2名

ー』 (イ) 国庫負担額， 8-3，-..Q.-O o. IIJ 

ク{呆 険 料 2久oD ()円
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金日系田明費与企
I1、Q'

職

括

般2. 

(1) 

書京国明費与給

写能 給 与 費

区 分 貝 一- 共済費 合 計 備 考

数 報酬 給 料 職手 員当 言十

長
人 千円 千円 干pj r fY 千円

等

本 一一ト司

議 貝

年 二レ45 
その他 1 6 545 。 IJ 5.4 5 

度

計 1 16 1545「F545 。 545 

十一一
長等ll I 

.月、itr

議員

長ド

その他 61415 1 0 I 0 

度

百十 1 6 415 。 。 415 。 4 1 5 

長 等

上じ
オi 民

その他 。 n 1 3 0 
:較

。1 3 0 。 。 130 。

前年度

比
1叫 -

考

千円

4 21 
1 .32 

'備

管理職手当

住居手当

• 1
4
ls
 

-一口口
よ〉、
に1

お整手当

時間外効務手当

どこ斗

507ヰi司

共済資

61 5 

ム 108 

399 

1 00 

3，535千戸jI ス85-i 打 ・j

4，3 3 2 I 9，9 0 6 

費

言十

ム 2，055

ト
ーァ

職員手当

ム 797

240 

188 

2，055 

職員数 |一一一竺
i給料

人 1 4，31 6千円

5，574 

ム 1， 258

扶養手当

通勤手当

期末勤勉手当

2 

r、
L 

。市，，-
J砂L

職員手
当の
内 訳

分

本年度

区

職5JU 特

千円

一 人 当り給与費

3， 9 2 6 本 年度

前年度

→投職職員一人当り給与授の状況

分区

円

4.少 5:5 

1 0ス401]

初任給の状況

区 分
一般職日

5 5年 1)~ 1 n ""F-:竺i給料月額 1 8 6， 4 6 2 

現在 3 1. 0 7 

5 4~之 1 月 1 日 2 4 2， I 3 6円平均給料月額

現千五 平 均年 3 9. 1 才

等級日IJ)f兵員殺の状況

区分

。
ヨ

職

4等級

5等 級

百十

4等級

5等級

計

一般。
。
。

一
級
一
級
一殺
一
級

一級
一
級

内
一
時

一月

一司
一内
一時

5 5年 '1n 1 f:l 

現在

5 4年 1月1日

現 在
。
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(2) 給料及び職 員手当の増減額の明細
昭和 55年度日野市農業共済事業特別会計資金計画

区分 増減額 増減額のJ肴減事由汚iJ内訳 説 明 信号 ょJf1La J 

干円 干刊

表上 3.495ぢ 給」与(給改給定与与 の状況
1.給与改定K 実 質 3.57 ?6 

改定率 3.5796 
伴う増加分 1 38 改定実施昨制

の改定 4 if三宍-14-月 1 月
給与改定 2.5 96 

区 分 前年度決算見込額 当年度予算 増 滅

戸~ 入 資 金 18，752，000 内 1ス63 0，0 0 0円 ム 1， 1 2 2，0 0 0 
円

受 取補 助金J
-..-・....

1 1， S 0 0，0 0 0 1 0，30.6，0-0.0 4ふ 1，1 9 4‘000 

平均昇給間差×現に在職 平均昇給率 3.44 f6 

2伴普通昇給vc する職員数て I 2ク月 (鉾治相)(職員数)
142 

5，900 円x2人 x12ヶ月 昇与問給員制月ij 1 f 7J1 1人給料 ム 1，258 う増加分

= 142千円 散 1月 1人

賦 謀 /玉巴¥ 2 0 0，0 0 0 2 71.0 0 0 7 1， 0 0 0 

戸J又4 取 利 恵、 5 0，0 0 0 。
2，000 I 

一
受取損害拡知二事業負主蛤 。 2.000 

職員数の変動に係わふ 職員の異動状況

減額 1， 508千円 Vて伝
3.その他の

ム1.538tfi 滅分 55年度(2.5係)-54年 職数

1， 000 Iム

一
雑 入 2，D 0 0 1，0 0 0 

事業勘定借 4，60 0，0 0 0 .1， 6 0 0，0 0 0 。
度(2.5場) 本年度 2人 0人 2人

1 06 F円- 1 36+円 前年度 2人口人 2人
=ム30+PJ 11曽滅。人 o人 0人

繰 定(_g 現 /主位~ 2，4 0 0，00 0 

支 fム ~ぺ1 ~ 14，0 14，0 0 0 I 1幻 40000 ム 1，8 7 4，0 0 0 

1.調i曽整手当の 乙込 97 職員の変動に伴う減傾 調(給整料手十当扶の翼支手給当率ート管市職手
減分

当)x 8-96 

支払賦課金 8ス000 1 4 8，0 0 LJ 61.000 

t 一 般管理費 1 1， ~ 1 8，0 0 0 引555000 ! ユ2，085，000

|駅ヰ:年勤度勉手十当文;給率

文給I閉 6月 1 2月
支給率 1.8ヶ月 2.号6十ク:月

2期末効的手 文給期 3 )~ 
ム 713 11 支給率 0.5タ:月 4:9ク月当の増減分

支給前期年度
6月 1 2月

持及推進費 2 0，00 0 2 O. 0 0 rJ 。
損 害 評 価 費 7 5 2，0 00 86 6，0 0 0 1 1 4，0 0 0 

損害防止費 。 2，000 2，0 0 0 

lJ 3五 金 2 8，0 0 0 4 0，0 () 0 12，0 n 0 
丸給、~~ 2.0ク月 2.7ヶ月 ι 

職員 支支給給i率!JI 3月

手当
ム 797 0.5ヶ月 5.2ク月

業 3努 雑 費 2，000 1 0.0 0 0 8，0 0 0 

支 Jム 利 川白斗、 。 1， 0 0 0 1，0 0 0 

配偶者(欠点己第一，0子00をp合:H之U、) 5扶養手当の
1 6 給与改定K伴う増額 矢口 00円を 10 

削減分 その他
支払拠出金 。 。 。

-4~8 U 0 [-1]を 5，0D 0円に改定
未 ノ3ヘZ ス000 1 0，0 0 0 I 3，000 

4管I!gJ:政手当
28 11 

のよ曽減分 事業勘定繰 入 。 。 。
事業勘定貸 ↑， 5‘o 0， 0 0 0 1. 5 0 n，o 00 . 。

5.時間外勤務
手当 の . 53 11 時間外勤務の増による
増 i成分

予 4萌 i設 。 10.000 '1 0，00 0 

6.その減他の
I哲分

ζ込 84 通勤手当ム84干円 職員の変動忙伴う減傾

差 ヲ| 4，7 3 8，0 0 0 5，4 9 0，0 0 0 7 52，00 0 
一
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昭和 55年度目野市農業共済事業特別会計予定貸借対照表

項 自
農作物 家畜 i

n，vib ミ
共済 勘 定 共済勘定 I業務 勘定

流 動 資
円 円 円

(1) 現金 預金 。 。
5， 4 9 O~~ 0 0 I 5， 4 9山口

流 動資産計 t-「J 。5，4 9 0，0 0 0 5，49 0，0 0 0 

一一

資 産 ρ口、 。 。5，49 0，0 0 cl I 5，49 0，0 0 0 

2. 流 動 負

(1 ) 未 立λ
。 G '1 0，0 0 0 

(21 責任準備金 。 21， OfiO 

流 動 負 債 計 。 。 3 1， 0 0 0 

ろ 国 定 負 イ責 「¥(1) 業務引当金 1， 0 0 D 1，00 0 

固定負債計 。
1， 0 0 0 

負 債 必Iコ』 きト 。 。 3 2.0 0 cl 3 2，0 0 G 

4. 資 本

(1) 乗Ij Y人Tて~ ~ 。 。 ::5， 4 5 8，0 0 0 5，4 5 8，0 0 0 

負債資本合計 。
日 I5，~ 9 0，0[1 .5. /~ 9 0， 0 0 0 
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昭 和 55 年度予定損益計算 書

(昭和 55年 4月 1 日~昭和 56年 3月 3 1日ー:)

項 目
農作物 .に~三Fこ2L ヨE沼ζ 

業 務勘定
共済勘定 共済勘定

事 業 正史 益
円 円 円

1 )共 (J寺 控| 金 93矢000 1，1 7ス000 。
.-.. 

2) r呆 l倹 金 'l， 1 92，000 2，893，000 。
3 )責任準備金戻入 2'l，000 C 。
ノiノ) 不準足備金金て戻ん補入 3，0 fl 0 つ

5 )特別積立 金戻入 3，000 。 。
6 )受取補助金 。 。1 0.306，000 

7 )賦 2果 主ノ¥ 。 。 271，C1UO 

8 )品:事取業損43t占:但防金止 。 。 2，000 

9 )業務雑収入 r.J 。

N弘G、、 ぷロb、

円

2，11 6.000 

4，085.000 

21，000 

3，00 [) 

3，000 

1 0，306.000 

271， 000 

2，000 

'1， 000 

事業収益合計 2，1 58.000 4，070.000 10580mi16808000 

2 事 業 費 用

1 )保 険 料
. 

54.000 1.1 7ス000 。 1，231，000 
ーーー

2 )共 i斉 丹ユ，tz:、 2.0 7ス000 2，893，000 。 Lt，9 7 0，0 0 0 

3 )無 事 民 金 3，D 00 。 。 3，000 

4 )責任準備金繰入 21，000 。 。 2i.OOU 

5 )支払イl信金繰入 3，000 。 。 3，000 

6 )支払賦課金 。 。 1 48，000 1 48，000 

7 )一一般符理費 。 。引533，000 引533，000

8 )普及推進費 。 。 20，000 20，000 
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農作物 家
ー-，

1貝 目
"3臼ヨζ 

~↑2音公色、 ぷfコb、
共済勘定 共済勘定

一
円

9 )損 得評 価費
。円 円。 866，000 

10)損 害防 止 費 。 2，000 2.000 

1 1 )負 まE ノ王ヘ立 。 。 40，000 40，000 

12)業 務 雑 費 。 。 1 0，000 1 0，000 

事 ー策費用合計 2.'158，000 4，070，000 1 0，61史000

事業利益(損失) 。ノλ ろ玖000 ム 5呪000

一ー
ろ 事業 外 収益

1 )受 取 利 J息 。 50，0 U 0 50，000 

2 )業務引当金戻入 。 1.000 l， ODo 

事業外収益合 計 。 :三!JOL1i 51，000 

一 .
当年度純利益 。 .(JUCl 1 2，000 

4. 事 業 外 費用

1 )業務支仏利息 「、，1』 1， 000 1，0 D 0 

2 )業務引 当金繰入 。 。 1、nミ}DO 1，000 

事系 外費用合計 。 2，000 

5. 予 偽: i量 。 。 i 0.000 

三三l 年度純利 主主 D 。 。 。
当年 度純損失 。 。
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ふ4づ、、
川 昭和 55年度日野市都市計曲事業特別会計予算書及び

説明書正誤表

個所 正|誤

5万願寺区画整理費 I2万願寺区画整理費(項)の説明欄中

昭和 55年度目野市受託水道事業特別会計予算書及び

説明書正誤表

イ国 正所 誤

2ス公課費の説明欄中 自道車重量税自動車重量税


